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菊陽町立武蔵ヶ丘中学校  
　３月13日、第39回卒業証書授与式を挙行しました。新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、所要時間や規模を例年よりも縮小しました
が、卒業生は、「卒業証書を受ける機会を与えていただき、うれしく思
いました。日常に感謝することの大切さを改めて考えさせられまし
た。」と感想を述べてくれました。３年間通った思い出の学校…。たく
さんの人々に見守られながら、次のステージに旅立っていきました。
卒業生の皆さんの未来が幸多からんことを願っています。ご卒業、お
めでとうございます。

菊陽町立菊陽中学校  
　本校第73回卒業証書授与式は、新型コロナウィルス感染症拡大防止のた

め、卒業生及び保護者、教職員のみでの式となりました。当日は、式を縮小
し、また限られた時間の中での開催となりました。ただ、式は厳粛な中にも
心温まる素晴らしいものでした。卒業生の凜とした態度は本当に立派でし
た。多くの方々からの御祝詞もいただき、式に華を添えていただきました。
卒業生は３年間で大きく成長し、172人、全員無事に、本校を巣立っていき
ました。

卒業生  281名卒業生  172名

菊陽町議会



　３月24日、卒業証書授与式が執り行
われました。69名の卒業生が立派に本
校を巣立っていきました。
　感染症対策のため、参加者や内容を縮
小した式ではありましたが、一人一人の
目が輝き、表情が凜々しく、美しい歌声
を響かせ、とても素敵な姿でした。
　この子どもたちの将来も光り輝くこと
を願って止みません。

　最初で最後の対面式の卒業式を、み

んなで作ることができました。練習時

間もとれませんでしたが、感動的な卒

業式になりました。こんな時期だから

こそ最高の卒業式で子どもたちを送り

出したいという職員の思いで実現する

ことができました。

　新型コロナウィルス感染症予防のた

め、６年児童とその保護者及び職員の

みの卒業式となりましたが、６年生の

卒業を祝福したいという出席者全員の

思いが重なり、感動的な卒業式になり

ました。

武蔵ヶ丘小学校  

菊陽西小学校  

武蔵ヶ丘北小学校  

みんな の
卒業生  69名

卒業生  69名

卒業生  147 名

おめで　とう

　卒業生（132名）、保護者、職員が

参加し、令和元年度卒業証書授与式を

行いました。限られた時間の中で、一

人一人に卒業証書を渡し、卒業生全員

で「いのちの歌」を合唱しました。前

日のみの練習でしたが、素晴らしい姿

勢で式に臨み、成長した姿を見せてく

れました。 

　卒業式の前日に一度登校日を設け

て、式の内容等についての練習はでき

たものの、不安も多い卒業式になりま

した。しかし一旦式が始まってみる

と、温かい雰囲気に包まれて、児童は

それぞれにこれまでにお世話になった

方々に感謝の気持ちを伝えることがで

きました。いつになく優しさに溢れた

卒業式でした。

菊陽北小学校  
　６年１組、６年２組、合わせて63

名の卒業式を行うことができました。

　最後の学級活動は、感染拡大防止対

策として保護者を１組理科室と２組音

楽室に分けて、それぞれのクラスの様

子をライブ中継することで臨場感を味

わっていただくことができました。

　今年は、在校生や来賓の参加のない中でしたが、
卒業式の様子とコメントを頂きましたので紹介いた
します。

菊陽中部小学校  

菊陽南小学校

卒 業式
卒業生  132名

卒業生  11名

卒業生  63名

おめで　とう
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：自治体の権限で徴収できる財源で、地方税、使用料、手数料、分担金、負担金、財産収入、寄付金、
繰入金、繰越金等

自主財源

依存財源：国または都道府県からの交付またはその意思決定による財源で、国庫支出金、都道府県支出金、地方
譲与税、地方債等、歳入総額に占める自主財源の割合が、自治体の自主性の程度を示す尺度とされて
いる。
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単位：千万円

■歳入決算 ■歳出決算 ■地方債残高 自主財源比率 財政力指数

自主財源
88億4,814万
55.2％

依存財源
71億9,328万
44.8％

総務費
15億5,670万
9.7%

民生費
61億7,018万
38.5%

衛生費
15億404万
9.4%

土木費
9億9,270万
6.2%

教育費
20億4,375万
12.7%

公債費
13億9,076万
8.7%

その他
23億8,329万
14.9%

会　計　名 予　算　額
（対前年比）

土地取得
特別会計

723万円
（713.2%増）

工業団地造成
事業特別会計

12億8,000万円
 （461.8%増）

国民健康保険
特別会計

36億3,900万円
 （1.7%増）

介護保険
特別会計

25億8,705万円
 （3.2%増）

後期高齢者
医療特別会計

 4億2,240万円
｠ （8.9%増）

総額265億5,852万円（10.2%増）
◇一　般　会　計　160億4,142万円（  8.8増%）
◇特　別　会　計　  79億3,568万円（18.4増%）
◇下水道事業会計　  25億8,142万円（  2.7減%）

令和２年度予算が可決されました。

一般会計

特別会計予算

菊陽町財政の推移

：標準的な行政活動を行うために必要な一般財源に対する税収入等の割合によって示される
指数で、１に近いほど財政基盤が強いとされています。全国で人口35,000以上の36町
の中で、財政指数0.7以上が26町、また0.9以上は15町となっている。

財政力指数

防災センター予定地

さんふれあ

建設予定地

主な予算の使い方

　私立保育所への委託料、認定こども園や地域型保
育事業への給付費（運営費）、私立幼稚園費や公立
保育所の運営費に使用し、幼児教育・保育の充実に
取り組むものです。

その他の予算
【民生費の主な予算】
１．障害者福祉費（総合支援他） 10億4,211万円
２．児童手当 9億1,396万円
３．国民健康保険特別会計繰出金 2億5,686万円
４．介護保険特別会計繰出金 3億9,181万円
５．県後期高齢者医療広域連合負担金 3億　359万円

【衛生費の主な予算】
１．子ども医療費助成（中３まで） 2億1,840万円
２．予防接種事業（インフルエンザ他）1億8,755万円
３．菊池環境保全組合負担金（ごみ処理） 5億5,323万円
４．ごみ収集運搬業務委託料　　　　　1億　670万円

【土木費の主な予算】
１．道路等の維持管理 2億6,581万円
２．土地区画整理事業 1億6,618万円
３．公園の維持管理 9,706万円
４．下水道事業への負担など 2億7,390万円

幼児教育・保育の充実：22億7,549万円
　熊本地震の教訓から、災害対策本部体制と応援部
隊の受入れ体制を強化するため、役場庁舎北側に３
階建ての建物として整備します。

（仮称）防災センター整備事業：11億5,998万円

　建設が待たれる総合体育館は、災害・避難拠点機
能を持った施設で、本年度に拡張用地取得と造成工
事の一部を実施。メイン・サブのアリーナ、多目的
室等を備えた延床面積約8,300㎡の総合施設となる
予定です。

総合体育館整備事業：4億7,277万円

　猛暑日が増加する昨今にあって、安全な教育活動
と併せ災害時の避難所としての機能強化を図るた
め、菊陽中学校をモデル校に位置づけ、体育館の空
調設備を整備します。

菊陽中体育館空調整備事業：1億3,336万円

　学童保育の委託料のほか、支援員に対する処遇改
善への補助を行うなど、放課後の子どもの居場所づ
くりへの支援を行います。

放課後児童健全育成事業：1億4,530万円

　良質な雇用の場の創出、継続した税収の確保、ま
ちづくりの寄与など、継続した町の発展を目的とし
て、新たな工業団地の整備に取り組むものです。

工業団地造成事業：12億7,894万円
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723万円
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主な予算の使い方

　私立保育所への委託料、認定こども園や地域型保
育事業への給付費（運営費）、私立幼稚園費や公立
保育所の運営費に使用し、幼児教育・保育の充実に
取り組むものです。

その他の予算
【民生費の主な予算】
１．障害者福祉費（総合支援他） 10億4,211万円
２．児童手当 9億1,396万円
３．国民健康保険特別会計繰出金 2億5,686万円
４．介護保険特別会計繰出金 3億9,181万円
５．県後期高齢者医療広域連合負担金 3億　359万円
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　熊本地震の教訓から、災害対策本部体制と応援部
隊の受入れ体制を強化するため、役場庁舎北側に３
階建ての建物として整備します。

（仮称）防災センター整備事業：11億5,998万円

　建設が待たれる総合体育館は、災害・避難拠点機
能を持った施設で、本年度に拡張用地取得と造成工
事の一部を実施。メイン・サブのアリーナ、多目的
室等を備えた延床面積約8,300㎡の総合施設となる
予定です。

総合体育館整備事業：4億7,277万円

　猛暑日が増加する昨今にあって、安全な教育活動
と併せ災害時の避難所としての機能強化を図るた
め、菊陽中学校をモデル校に位置づけ、体育館の空
調設備を整備します。

菊陽中体育館空調整備事業：1億3,336万円

　学童保育の委託料のほか、支援員に対する処遇改
善への補助を行うなど、放課後の子どもの居場所づ
くりへの支援を行います。
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付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

〇
議
案
第
27
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
３
月
10
日
に
議
案
審
議
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
密

着
を
避
け
る
た
め
、現
地
視
察
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と
し
て
町
全
体
の
施
設
と

し
て
も
、
各
種
講
座
の
開
講
時
期
や
使
用
料
の
見
込
み
額
の
変

更
等
の
課
題
が
あ
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

　
新
し
く
建
て
直
し
た
「
馬
場
と
入
道
水
」
の
教
育
集
会
場
の

清
掃
業
務
と
入
道
水
の
除
草
作
業
が
新
た
な
委
託
料
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

会
計
課

　
４
月
か
ら
窓
口
収
納
手
数
料
が
10
円
↓
30
円
（
税
別
）、
又
、

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
手
数
料
は
１
件
当

た
り
71
円（
税
別
）と
設
定
し
て
い
る
。

財
政
課

　
役
場
本
庁
舎
内
部
改
修
工
事
基
本
設

計
業
務
は
、
建
築
か
ら
40
年
以
上
経
っ
て

い
る
が
平
成
22
年
度
の
耐
震
改
修
で
熊

本
地
震
で
も
建
て
直
す
ほ
ど
の
被
害
も

な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
改
修
を
行
い
長

く
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
３
階
議
場
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
も
含
め
内
部
改

修
基
本
設
計
を
行
う
も
の
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
使
用
す
る
（
仮
称
）
防
災
セ
ン

タ
ー
と
役
場
本
庁
舎
の
改
修
は
令
和

５
〜
６
年
度
ま
で
か
か
る
と
考
え
て

い
る
。

総
合
政
策
課

　
巡
回
バ
ス
及
び
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
、各
運
行
事
業
者
に
対
し
、運

行
前
の
除
菌
、
運
転
手
の
マ
ス
ク
着

用
、定
期
的
な
換
気
、走
行
完
了
後
の

再
除
菌
や
乗
務
前
の
検
温
等
を
依
頼

し
て
い
る
。

総
務
課

　
現
在
所
有
す
る
行
政
バ
ス
は
、
年
数
が
経
過
し
、
故
障
も
多

く
な
り
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
も
増
え
て
き
た
た
め
に
、

平
成
30
年
度
の
行
政
バ
ス
使
用
実
績
を
も
と
に
バ
ス
と
運
転

手
込
み
で
の
運
行
管
理
を
委
託
す
る
も
の
で
、
町
所
有
の
行
政

バ
ス
は
売
却
も
含
め
、処
分
を
検
討
す
る
。

　
現
在
の
町
の
正
規
職
員
は
全
て
の
職
種
を
合
わ
せ
て

2
3
5
人
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
全
体
で
は
2
5
2
人
〜

2
5
3
人
程
度
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
臨
時
・

非
常
勤
職
員
は
、
全
て
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
り
ま
す
。会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、「
パ
ー
ト
」か「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
ど

ち
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
元
々
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
勤
務
条
件
で

募
集
し
て
お
り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
人
は
、
ふ
れ
あ
い
の
森
研

修
・
西
部
町
民
・
南
部
町
民
・
武
蔵
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

セ
ン
タ
ー
長
と
な
る
。

　
令
和
２
年
度
に
耐
震
診
断
を
行
う
地
区
公
民
館
は
、
平
成
５

年
か
ら
26
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
の
新
基
準
に

則
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、

悪
い
結
果
は
出
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
る
５
件

を
も
っ
て
耐
震
診
断
は
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
土
地
整
備
の
予
算
は
、
武
蔵
ヶ
丘

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
た
め
の

一
時
的
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
、

拡
張
も
終
わ
っ
た
現
時
点
で
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

雑
草
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
整

地
し
更
地
に
す
る
。

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」
の

う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事

項
に
つ
い
て

〇
議
案
第
28
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　

〇
議
案
第
32
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

農
政
課

　
令
和
２
年
度
の
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
交
付
は
継
続
が

７
人
、
う
ち
夫
婦
型
１
組
で
、
継
続
者
人
数
と
し
て
は
８
人
で

あ
る
。新
規
就
農
者
５
人
分
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。交

付
額
は
、
１
人
当
た
り
年
間
1
5
0
万
円
で
あ
り
、
夫
婦
型
は

年
間
2
2
5
万
円
で
あ
る
。

　
南
方
井
手
改
修
は

３
年
間
で
総
事
業
費

１
億
円
の
申
請
が
し

て
あ
り
、現
在
の
水
路

が
民
地
内
を
流
れ
て

い
る
た
め
用
地
買
収

が
必
要
で
あ
り
、不
動

産
鑑
定
業
務
の
予
算

を
計
上
し
て
あ
る
。

　
特
産
品
製
造
、販
売

促
進
補
助
金
は
、特
産

品
を
製
造
し
て
い
る

事
業
所
が
５
団
体
あ

り
、25
万
円
を
上
限
と

し
て
1
2
5
万
円
の

補
助
を
し
て
い
る
。　

商
工
振
興
課

　
海
外
支
援
事
業
の
海
外
販
路
は
想
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
。

現
在
は
国
内
の
販
路
開
拓
・
拡
大
が
中
心
で
あ
り
、
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
商
店
街
活
性
化
補
助
金
は
総
額
1
0
0
万
円
で
、
夢
街
光
の

森
会
、
三
里
木
商
工
繁
栄
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
補
助
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
ち
遊
び
事
業
は
事
業
者
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
商
工
会

と
協
議
し
な
が
ら
出
店
者
に
無
理
が
な
い
よ
う
勧
め
る
。

　
計
画
中
の（
仮
称
）第
二
原
水
工
業
団
地
は
、
申
し
込
み
を
受

け
る
段
階
で
は
な
い
が
、
分
譲
時
期
等
の
問
い
合
わ
せ
が
複
数

き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

都
市
計
画
課

　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
助
申
請
は
、
平
成
30
年
度
事
業
か
ら
27

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。金
額
は
3
8
0
万
円
程
で
あ
る
。

　
区
画
事
業
整
理
に
伴
う
不
服
申
し
立
て
の
訴
訟
に
つ
い
て

は
、
仮
換
地
指
定
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
請
求
が
行
わ
れ
た
。

審
理
の
結
果
棄
却
さ
れ
そ
の
後
取
り
消
し
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

建
設
課

　
緑
化
業
務
委
託
先
の
内
訳

は
表
１
に
示
す
。

　「
地
区
住
民
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
除
草
作
業
は
大
変

で
あ
る
」と
の
地
区
の
声
が
あ

り
、県
と
見
直
し
の
協
議
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

下
水
道
課

　
下
水
道
事
業
開
始
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
て
お
り
、老
朽

管
対
策
が
必
要
で
、計
画
的
に

長
寿
命
化
の
工
事
を
し
て
い

る
。構
造
上
対
策
工
事
が
で
き

な
い
箇
所
は
布
設
替
え
が
必

要
で
あ
る
。

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う

ち
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

に
つ
い
て

〇
議
案
第
29
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
30
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
31
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

〇
請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
保
育
園
に
対
す
る

各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

　
全
員
賛
成
で
継
続
審
議

教
育
委
員
会

小
中
学
校
の
給
食
で
出
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
焼
却
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
運
搬
を
、福
祉
施
設
に
洗
浄
を
依
頼
す
る
。

　
　
菊
陽
中
体
育
館
空
調
工
事
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
夏
休
み
中
に
と
考
え
る
が
、学
校
と
協
議
し
実
施
す
る
。

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て

　
　
地
域
未
来
塾
の
支
援
員
等
の
内
訳
と
参
加
の
人
数
は
。

　
　
菊
陽
中
と
武
蔵
ヶ
丘
中
の
中
学
３
年
生
で
民
間
の
塾
に

通
っ
て
い
な
い
生
徒
対
象
の
公
的
な
塾
で
あ
る
。各
校
15
名

程
度
で
あ
る
。支
援
員
等
は
、元
教
員
や
大
学
生
が
い
る
。

福
祉
生
活
部

　
　
学
童
の
放
課
後
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
１
月
か
ら
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
、
来
年
度
は
賞

与
の
増
額
も
予
定
。予
算
も
昨
年
よ
り
２
千
万
円
ほ
ど
増
額

し
て
い
る
。

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
不
在
地
区
が
あ
る
が
、今
後
の
対

応
は
。

　
　
自
治
会
長
・
区
長
さ
ん
に
引
き
続
き
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
候
補
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現

状
だ
。

　
　
熊
本
都
市
圏
協
議
会
負
担
金
（
s
n
s
相
談
事
業
）
の
参

加
市
町
が
６
市
町
と
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
」を
休
日
相
談
す
る

人
の
た
め
に
熊
本
市
に
依
頼
す
る
事
業
で
あ
る
。少
な
い
の

は
、
事
業
の
効
果
を
懸
念
す
る
自
治
体
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

健
康
保
険
部

　
　
産
育
児
一
時
金
は

42
万
円
だ
が
、
他
の

市
町
村
と
差
が
あ
る

の
か
。多
子
の
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
一
時
金
は
一
律
一

人
42
万
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
３
月
か
ら
始
ま
る
資
格
確
認
が
始
ま
る
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ど
の
く
ら
い
の
情
報
を
入
れ
こ
む

の
か
。手
続
き
は
必
要
か
。

　
　
情
報
は
サ
ー
バ
ー
を
通
し
て
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。手
続
き
の
必
要
は
な
い
。

　
　
健
康
保
険
課
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
本
部
に
位

置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
内
に
発
生
し
た
場
合
、
会

見
や
町
民
へ
の
広
報
な
ど
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
菊
陽
町
で
発
生
し
た
場
合
は
、
町
の
名
前
は
公
表
さ
れ
ず
、

菊
池
保
健
所
管
内
と
し
て
県
知
事
か
ら
報
道
さ
れ
る
。

４月１日利用開始光の森防災広場の隣の土地を整地

緑化業務委託地区の内訳　　　表 -１

未来大橋下公園⇒下津久礼区
空港大橋両端部除草⇒上中代区、菊陽学園
白川沿線部除草⇒下津久礼区、出分区、上中代区
堀川沿線部除草⇒鉄砲小路区

答答問問問問 問答答答 答

各
常
任
委
員
会
の
報
告

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

〇
議
案
第
27
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
３
月
10
日
に
議
案
審
議
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
密

着
を
避
け
る
た
め
、現
地
視
察
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と
し
て
町
全
体
の
施
設
と

し
て
も
、
各
種
講
座
の
開
講
時
期
や
使
用
料
の
見
込
み
額
の
変

更
等
の
課
題
が
あ
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

　
新
し
く
建
て
直
し
た
「
馬
場
と
入
道
水
」
の
教
育
集
会
場
の

清
掃
業
務
と
入
道
水
の
除
草
作
業
が
新
た
な
委
託
料
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

会
計
課

　
４
月
か
ら
窓
口
収
納
手
数
料
が
10
円
↓
30
円
（
税
別
）、
又
、

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
手
数
料
は
１
件
当

た
り
71
円（
税
別
）と
設
定
し
て
い
る
。

財
政
課

　
役
場
本
庁
舎
内
部
改
修
工
事
基
本
設

計
業
務
は
、
建
築
か
ら
40
年
以
上
経
っ
て

い
る
が
平
成
22
年
度
の
耐
震
改
修
で
熊

本
地
震
で
も
建
て
直
す
ほ
ど
の
被
害
も

な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
改
修
を
行
い
長

く
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
３
階
議
場
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
も
含
め
内
部
改

修
基
本
設
計
を
行
う
も
の
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
使
用
す
る
（
仮
称
）
防
災
セ
ン

タ
ー
と
役
場
本
庁
舎
の
改
修
は
令
和

５
〜
６
年
度
ま
で
か
か
る
と
考
え
て

い
る
。

総
合
政
策
課

　
巡
回
バ
ス
及
び
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
、各
運
行
事
業
者
に
対
し
、運

行
前
の
除
菌
、
運
転
手
の
マ
ス
ク
着

用
、定
期
的
な
換
気
、走
行
完
了
後
の

再
除
菌
や
乗
務
前
の
検
温
等
を
依
頼

し
て
い
る
。

総
務
課

　
現
在
所
有
す
る
行
政
バ
ス
は
、
年
数
が
経
過
し
、
故
障
も
多

く
な
り
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
も
増
え
て
き
た
た
め
に
、

平
成
30
年
度
の
行
政
バ
ス
使
用
実
績
を
も
と
に
バ
ス
と
運
転

手
込
み
で
の
運
行
管
理
を
委
託
す
る
も
の
で
、
町
所
有
の
行
政

バ
ス
は
売
却
も
含
め
、処
分
を
検
討
す
る
。

　
現
在
の
町
の
正
規
職
員
は
全
て
の
職
種
を
合
わ
せ
て

2
3
5
人
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
全
体
で
は
2
5
2
人
〜

2
5
3
人
程
度
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
臨
時
・

非
常
勤
職
員
は
、
全
て
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
り
ま
す
。会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、「
パ
ー
ト
」か「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
ど

ち
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
元
々
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
勤
務
条
件
で

募
集
し
て
お
り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
人
は
、
ふ
れ
あ
い
の
森
研

修
・
西
部
町
民
・
南
部
町
民
・
武
蔵
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

セ
ン
タ
ー
長
と
な
る
。

　
令
和
２
年
度
に
耐
震
診
断
を
行
う
地
区
公
民
館
は
、
平
成
５

年
か
ら
26
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
の
新
基
準
に

則
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、

悪
い
結
果
は
出
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
る
５
件

を
も
っ
て
耐
震
診
断
は
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
土
地
整
備
の
予
算
は
、
武
蔵
ヶ
丘

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
た
め
の

一
時
的
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
、

拡
張
も
終
わ
っ
た
現
時
点
で
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

雑
草
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
整

地
し
更
地
に
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会委員長

：
西
本
友
春

委
員
長
：
福
島
知
雄

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」
の

う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事

項
に
つ
い
て

〇
議
案
第
28
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　

〇
議
案
第
32
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

農
政
課

　
令
和
２
年
度
の
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
交
付
は
継
続
が

７
人
、
う
ち
夫
婦
型
１
組
で
、
継
続
者
人
数
と
し
て
は
８
人
で

あ
る
。新
規
就
農
者
５
人
分
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。交

付
額
は
、
１
人
当
た
り
年
間
1
5
0
万
円
で
あ
り
、
夫
婦
型
は

年
間
2
2
5
万
円
で
あ
る
。

　
南
方
井
手
改
修
は

３
年
間
で
総
事
業
費

１
億
円
の
申
請
が
し

て
あ
り
、現
在
の
水
路

が
民
地
内
を
流
れ
て

い
る
た
め
用
地
買
収

が
必
要
で
あ
り
、不
動

産
鑑
定
業
務
の
予
算

を
計
上
し
て
あ
る
。

　
特
産
品
製
造
、販
売

促
進
補
助
金
は
、特
産

品
を
製
造
し
て
い
る

事
業
所
が
５
団
体
あ

り
、25
万
円
を
上
限
と

し
て
1
2
5
万
円
の

補
助
を
し
て
い
る
。　

商
工
振
興
課

　
海
外
支
援
事
業
の
海
外
販
路
は
想
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
。

現
在
は
国
内
の
販
路
開
拓
・
拡
大
が
中
心
で
あ
り
、
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
商
店
街
活
性
化
補
助
金
は
総
額
1
0
0
万
円
で
、
夢
街
光
の

森
会
、
三
里
木
商
工
繁
栄
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
補
助
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
ち
遊
び
事
業
は
事
業
者
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
商
工
会

と
協
議
し
な
が
ら
出
店
者
に
無
理
が
な
い
よ
う
勧
め
る
。

　
計
画
中
の（
仮
称
）第
二
原
水
工
業
団
地
は
、
申
し
込
み
を
受

け
る
段
階
で
は
な
い
が
、
分
譲
時
期
等
の
問
い
合
わ
せ
が
複
数

き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

都
市
計
画
課

　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
助
申
請
は
、
平
成
30
年
度
事
業
か
ら
27

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。金
額
は
3
8
0
万
円
程
で
あ
る
。

　
区
画
事
業
整
理
に
伴
う
不
服
申
し
立
て
の
訴
訟
に
つ
い
て

は
、
仮
換
地
指
定
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
請
求
が
行
わ
れ
た
。

審
理
の
結
果
棄
却
さ
れ
そ
の
後
取
り
消
し
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

建
設
課

　
緑
化
業
務
委
託
先
の
内
訳

は
表
１
に
示
す
。

　「
地
区
住
民
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
除
草
作
業
は
大
変

で
あ
る
」と
の
地
区
の
声
が
あ

り
、県
と
見
直
し
の
協
議
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

下
水
道
課

　
下
水
道
事
業
開
始
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
て
お
り
、老
朽

管
対
策
が
必
要
で
、計
画
的
に

長
寿
命
化
の
工
事
を
し
て
い

る
。構
造
上
対
策
工
事
が
で
き

な
い
箇
所
は
布
設
替
え
が
必

要
で
あ
る
。

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う

ち
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

に
つ
い
て

〇
議
案
第
29
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
30
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
31
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

〇
請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
保
育
園
に
対
す
る

各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

　
全
員
賛
成
で
継
続
審
議

教
育
委
員
会

小
中
学
校
の
給
食
で
出
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
焼
却
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
運
搬
を
、福
祉
施
設
に
洗
浄
を
依
頼
す
る
。

　
　
菊
陽
中
体
育
館
空
調
工
事
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
夏
休
み
中
に
と
考
え
る
が
、学
校
と
協
議
し
実
施
す
る
。

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て

　
　
地
域
未
来
塾
の
支
援
員
等
の
内
訳
と
参
加
の
人
数
は
。

　
　
菊
陽
中
と
武
蔵
ヶ
丘
中
の
中
学
３
年
生
で
民
間
の
塾
に

通
っ
て
い
な
い
生
徒
対
象
の
公
的
な
塾
で
あ
る
。各
校
15
名

程
度
で
あ
る
。支
援
員
等
は
、元
教
員
や
大
学
生
が
い
る
。

福
祉
生
活
部

　
　
学
童
の
放
課
後
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
１
月
か
ら
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
、
来
年
度
は
賞

与
の
増
額
も
予
定
。予
算
も
昨
年
よ
り
２
千
万
円
ほ
ど
増
額

し
て
い
る
。

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
不
在
地
区
が
あ
る
が
、今
後
の
対

応
は
。

　
　
自
治
会
長
・
区
長
さ
ん
に
引
き
続
き
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
候
補
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現

状
だ
。

　
　
熊
本
都
市
圏
協
議
会
負
担
金
（
s
n
s
相
談
事
業
）
の
参

加
市
町
が
６
市
町
と
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
」を
休
日
相
談
す
る

人
の
た
め
に
熊
本
市
に
依
頼
す
る
事
業
で
あ
る
。少
な
い
の

は
、
事
業
の
効
果
を
懸
念
す
る
自
治
体
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

健
康
保
険
部

　
　
産
育
児
一
時
金
は

42
万
円
だ
が
、
他
の

市
町
村
と
差
が
あ
る

の
か
。多
子
の
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
一
時
金
は
一
律
一

人
42
万
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
３
月
か
ら
始
ま
る
資
格
確
認
が
始
ま
る
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ど
の
く
ら
い
の
情
報
を
入
れ
こ
む

の
か
。手
続
き
は
必
要
か
。

　
　
情
報
は
サ
ー
バ
ー
を
通
し
て
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。手
続
き
の
必
要
は
な
い
。

　
　
健
康
保
険
課
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
本
部
に
位

置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
内
に
発
生
し
た
場
合
、
会

見
や
町
民
へ
の
広
報
な
ど
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
菊
陽
町
で
発
生
し
た
場
合
は
、
町
の
名
前
は
公
表
さ
れ
ず
、

菊
池
保
健
所
管
内
と
し
て
県
知
事
か
ら
報
道
さ
れ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（仮称）第二原水工業団地建設予定地

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

答答 答問問問 問
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←光の森防
　災備蓄棟
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　災備蓄棟

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

〇
議
案
第
27
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
３
月
10
日
に
議
案
審
議
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
密

着
を
避
け
る
た
め
、現
地
視
察
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と
し
て
町
全
体
の
施
設
と

し
て
も
、
各
種
講
座
の
開
講
時
期
や
使
用
料
の
見
込
み
額
の
変

更
等
の
課
題
が
あ
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

　
新
し
く
建
て
直
し
た
「
馬
場
と
入
道
水
」
の
教
育
集
会
場
の

清
掃
業
務
と
入
道
水
の
除
草
作
業
が
新
た
な
委
託
料
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

会
計
課

　
４
月
か
ら
窓
口
収
納
手
数
料
が
10
円
↓
30
円
（
税
別
）、
又
、

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
手
数
料
は
１
件
当

た
り
71
円（
税
別
）と
設
定
し
て
い
る
。

財
政
課

　
役
場
本
庁
舎
内
部
改
修
工
事
基
本
設

計
業
務
は
、
建
築
か
ら
40
年
以
上
経
っ
て

い
る
が
平
成
22
年
度
の
耐
震
改
修
で
熊

本
地
震
で
も
建
て
直
す
ほ
ど
の
被
害
も

な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
改
修
を
行
い
長

く
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
３
階
議
場
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
も
含
め
内
部
改

修
基
本
設
計
を
行
う
も
の
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
使
用
す
る
（
仮
称
）
防
災
セ
ン

タ
ー
と
役
場
本
庁
舎
の
改
修
は
令
和

５
〜
６
年
度
ま
で
か
か
る
と
考
え
て

い
る
。

総
合
政
策
課

　
巡
回
バ
ス
及
び
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
、各
運
行
事
業
者
に
対
し
、運

行
前
の
除
菌
、
運
転
手
の
マ
ス
ク
着

用
、定
期
的
な
換
気
、走
行
完
了
後
の

再
除
菌
や
乗
務
前
の
検
温
等
を
依
頼

し
て
い
る
。

総
務
課

　
現
在
所
有
す
る
行
政
バ
ス
は
、
年
数
が
経
過
し
、
故
障
も
多

く
な
り
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
も
増
え
て
き
た
た
め
に
、

平
成
30
年
度
の
行
政
バ
ス
使
用
実
績
を
も
と
に
バ
ス
と
運
転

手
込
み
で
の
運
行
管
理
を
委
託
す
る
も
の
で
、
町
所
有
の
行
政

バ
ス
は
売
却
も
含
め
、処
分
を
検
討
す
る
。

　
現
在
の
町
の
正
規
職
員
は
全
て
の
職
種
を
合
わ
せ
て

2
3
5
人
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
全
体
で
は
2
5
2
人
〜

2
5
3
人
程
度
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
臨
時
・

非
常
勤
職
員
は
、
全
て
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
り
ま
す
。会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、「
パ
ー
ト
」か「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
ど

ち
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
元
々
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
勤
務
条
件
で

募
集
し
て
お
り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
人
は
、
ふ
れ
あ
い
の
森
研

修
・
西
部
町
民
・
南
部
町
民
・
武
蔵
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

セ
ン
タ
ー
長
と
な
る
。

　
令
和
２
年
度
に
耐
震
診
断
を
行
う
地
区
公
民
館
は
、
平
成
５

年
か
ら
26
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
の
新
基
準
に

則
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、

悪
い
結
果
は
出
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
る
５
件

を
も
っ
て
耐
震
診
断
は
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
土
地
整
備
の
予
算
は
、
武
蔵
ヶ
丘

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
た
め
の

一
時
的
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
、

拡
張
も
終
わ
っ
た
現
時
点
で
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

雑
草
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
整

地
し
更
地
に
す
る
。

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」
の

う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事

項
に
つ
い
て

〇
議
案
第
28
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　

〇
議
案
第
32
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

農
政
課

　
令
和
２
年
度
の
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
交
付
は
継
続
が

７
人
、
う
ち
夫
婦
型
１
組
で
、
継
続
者
人
数
と
し
て
は
８
人
で

あ
る
。新
規
就
農
者
５
人
分
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。交

付
額
は
、
１
人
当
た
り
年
間
1
5
0
万
円
で
あ
り
、
夫
婦
型
は

年
間
2
2
5
万
円
で
あ
る
。

　
南
方
井
手
改
修
は

３
年
間
で
総
事
業
費

１
億
円
の
申
請
が
し

て
あ
り
、現
在
の
水
路

が
民
地
内
を
流
れ
て

い
る
た
め
用
地
買
収

が
必
要
で
あ
り
、不
動

産
鑑
定
業
務
の
予
算

を
計
上
し
て
あ
る
。

　
特
産
品
製
造
、販
売

促
進
補
助
金
は
、特
産

品
を
製
造
し
て
い
る

事
業
所
が
５
団
体
あ

り
、25
万
円
を
上
限
と

し
て
1
2
5
万
円
の

補
助
を
し
て
い
る
。　

商
工
振
興
課

　
海
外
支
援
事
業
の
海
外
販
路
は
想
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
。

現
在
は
国
内
の
販
路
開
拓
・
拡
大
が
中
心
で
あ
り
、
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
商
店
街
活
性
化
補
助
金
は
総
額
1
0
0
万
円
で
、
夢
街
光
の

森
会
、
三
里
木
商
工
繁
栄
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
補
助
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
ち
遊
び
事
業
は
事
業
者
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
商
工
会

と
協
議
し
な
が
ら
出
店
者
に
無
理
が
な
い
よ
う
勧
め
る
。

　
計
画
中
の（
仮
称
）第
二
原
水
工
業
団
地
は
、
申
し
込
み
を
受

け
る
段
階
で
は
な
い
が
、
分
譲
時
期
等
の
問
い
合
わ
せ
が
複
数

き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

都
市
計
画
課

　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
助
申
請
は
、
平
成
30
年
度
事
業
か
ら
27

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。金
額
は
3
8
0
万
円
程
で
あ
る
。

　
区
画
事
業
整
理
に
伴
う
不
服
申
し
立
て
の
訴
訟
に
つ
い
て

は
、
仮
換
地
指
定
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
請
求
が
行
わ
れ
た
。

審
理
の
結
果
棄
却
さ
れ
そ
の
後
取
り
消
し
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

建
設
課

　
緑
化
業
務
委
託
先
の
内
訳

は
表
１
に
示
す
。

　「
地
区
住
民
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
除
草
作
業
は
大
変

で
あ
る
」と
の
地
区
の
声
が
あ

り
、県
と
見
直
し
の
協
議
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

下
水
道
課

　
下
水
道
事
業
開
始
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
て
お
り
、老
朽

管
対
策
が
必
要
で
、計
画
的
に

長
寿
命
化
の
工
事
を
し
て
い

る
。構
造
上
対
策
工
事
が
で
き

な
い
箇
所
は
布
設
替
え
が
必

要
で
あ
る
。

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う

ち
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

に
つ
い
て

〇
議
案
第
29
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
30
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
31
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

〇
請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
保
育
園
に
対
す
る

各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

　
全
員
賛
成
で
継
続
審
議

教
育
委
員
会

小
中
学
校
の
給
食
で
出
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
焼
却
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
運
搬
を
、福
祉
施
設
に
洗
浄
を
依
頼
す
る
。

　
　
菊
陽
中
体
育
館
空
調
工
事
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
夏
休
み
中
に
と
考
え
る
が
、学
校
と
協
議
し
実
施
す
る
。

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て

　
　
地
域
未
来
塾
の
支
援
員
等
の
内
訳
と
参
加
の
人
数
は
。

　
　
菊
陽
中
と
武
蔵
ヶ
丘
中
の
中
学
３
年
生
で
民
間
の
塾
に

通
っ
て
い
な
い
生
徒
対
象
の
公
的
な
塾
で
あ
る
。各
校
15
名

程
度
で
あ
る
。支
援
員
等
は
、元
教
員
や
大
学
生
が
い
る
。

福
祉
生
活
部

　
　
学
童
の
放
課
後
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
１
月
か
ら
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
、
来
年
度
は
賞

与
の
増
額
も
予
定
。予
算
も
昨
年
よ
り
２
千
万
円
ほ
ど
増
額

し
て
い
る
。

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
不
在
地
区
が
あ
る
が
、今
後
の
対

応
は
。

　
　
自
治
会
長
・
区
長
さ
ん
に
引
き
続
き
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
候
補
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現

状
だ
。

　
　
熊
本
都
市
圏
協
議
会
負
担
金
（
s
n
s
相
談
事
業
）
の
参

加
市
町
が
６
市
町
と
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
」を
休
日
相
談
す
る

人
の
た
め
に
熊
本
市
に
依
頼
す
る
事
業
で
あ
る
。少
な
い
の

は
、
事
業
の
効
果
を
懸
念
す
る
自
治
体
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

健
康
保
険
部

　
　
産
育
児
一
時
金
は

42
万
円
だ
が
、
他
の

市
町
村
と
差
が
あ
る

の
か
。多
子
の
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
一
時
金
は
一
律
一

人
42
万
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
３
月
か
ら
始
ま
る
資
格
確
認
が
始
ま
る
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ど
の
く
ら
い
の
情
報
を
入
れ
こ
む

の
か
。手
続
き
は
必
要
か
。

　
　
情
報
は
サ
ー
バ
ー
を
通
し
て
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。手
続
き
の
必
要
は
な
い
。

　
　
健
康
保
険
課
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
本
部
に
位

置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
内
に
発
生
し
た
場
合
、
会

見
や
町
民
へ
の
広
報
な
ど
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
菊
陽
町
で
発
生
し
た
場
合
は
、
町
の
名
前
は
公
表
さ
れ
ず
、

菊
池
保
健
所
管
内
と
し
て
県
知
事
か
ら
報
道
さ
れ
る
。

４月１日利用開始光の森防災広場の隣の土地を整地

緑化業務委託地区の内訳　　　表 -１

未来大橋下公園⇒下津久礼区
空港大橋両端部除草⇒上中代区、菊陽学園
白川沿線部除草⇒下津久礼区、出分区、上中代区
堀川沿線部除草⇒鉄砲小路区

答答問問問問 問答答答 答

各
常
任
委
員
会
の
報
告

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う
ち

総
務
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

〇
議
案
第
27
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取
得
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

　
３
月
10
日
に
議
案
審
議
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
密

着
を
避
け
る
た
め
、現
地
視
察
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と
し
て
町
全
体
の
施
設
と

し
て
も
、
各
種
講
座
の
開
講
時
期
や
使
用
料
の
見
込
み
額
の
変

更
等
の
課
題
が
あ
る
。

人
権
教
育
・
啓
発
課

　
新
し
く
建
て
直
し
た
「
馬
場
と
入
道
水
」
の
教
育
集
会
場
の

清
掃
業
務
と
入
道
水
の
除
草
作
業
が
新
た
な
委
託
料
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。

会
計
課

　
４
月
か
ら
窓
口
収
納
手
数
料
が
10
円
↓
30
円
（
税
別
）、
又
、

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
手
数
料
は
１
件
当

た
り
71
円（
税
別
）と
設
定
し
て
い
る
。

財
政
課

　
役
場
本
庁
舎
内
部
改
修
工
事
基
本
設

計
業
務
は
、
建
築
か
ら
40
年
以
上
経
っ
て

い
る
が
平
成
22
年
度
の
耐
震
改
修
で
熊

本
地
震
で
も
建
て
直
す
ほ
ど
の
被
害
も

な
か
っ
た
の
で
、
大
規
模
改
修
を
行
い
長

く
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
３
階
議
場
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
も
含
め
内
部
改

修
基
本
設
計
を
行
う
も
の
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
使
用
す
る
（
仮
称
）
防
災
セ
ン

タ
ー
と
役
場
本
庁
舎
の
改
修
は
令
和

５
〜
６
年
度
ま
で
か
か
る
と
考
え
て

い
る
。

総
合
政
策
課

　
巡
回
バ
ス
及
び
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
、各
運
行
事
業
者
に
対
し
、運

行
前
の
除
菌
、
運
転
手
の
マ
ス
ク
着

用
、定
期
的
な
換
気
、走
行
完
了
後
の

再
除
菌
や
乗
務
前
の
検
温
等
を
依
頼

し
て
い
る
。

総
務
課

　
現
在
所
有
す
る
行
政
バ
ス
は
、
年
数
が
経
過
し
、
故
障
も
多

く
な
り
、
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
も
増
え
て
き
た
た
め
に
、

平
成
30
年
度
の
行
政
バ
ス
使
用
実
績
を
も
と
に
バ
ス
と
運
転

手
込
み
で
の
運
行
管
理
を
委
託
す
る
も
の
で
、
町
所
有
の
行
政

バ
ス
は
売
却
も
含
め
、処
分
を
検
討
す
る
。

　
現
在
の
町
の
正
規
職
員
は
全
て
の
職
種
を
合
わ
せ
て

2
3
5
人
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
全
体
で
は
2
5
2
人
〜

2
5
3
人
程
度
を
予
定
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
か
ら
臨
時
・

非
常
勤
職
員
は
、
全
て
会
計
年
度
任
用
職
員
に
な
り
ま
す
。会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、「
パ
ー
ト
」か「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
ど

ち
ら
か
に
な
り
ま
す
が
、
元
々
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
勤
務
条
件
で

募
集
し
て
お
り
、「
フ
ル
タ
イ
ム
」の
人
は
、
ふ
れ
あ
い
の
森
研

修
・
西
部
町
民
・
南
部
町
民
・
武
蔵
ケ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

セ
ン
タ
ー
長
と
な
る
。

　
令
和
２
年
度
に
耐
震
診
断
を
行
う
地
区
公
民
館
は
、
平
成
５

年
か
ら
26
年
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
の
新
基
準
に

則
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、

悪
い
結
果
は
出
な
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
３
年
度
に
予
定
し
て
い
る
５
件

を
も
っ
て
耐
震
診
断
は
終
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

土
地
取
得
特
別
会
計

　
土
地
整
備
の
予
算
は
、
武
蔵
ヶ
丘

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
の
た
め
の

一
時
的
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
、

拡
張
も
終
わ
っ
た
現
時
点
で
は
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、

雑
草
も
多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
整

地
し
更
地
に
す
る
。

総
務
常
任
委
員
会委員長

：
西
本
友
春

委
員
長
：
福
島
知
雄

委
員
長
：
佐
々
木
理
美
子

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」
の

う
ち
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事

項
に
つ
い
て

〇
議
案
第
28
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
工
業
団
地
造
成
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
　
　

〇
議
案
第
32
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

農
政
課

　
令
和
２
年
度
の
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
交
付
は
継
続
が

７
人
、
う
ち
夫
婦
型
１
組
で
、
継
続
者
人
数
と
し
て
は
８
人
で

あ
る
。新
規
就
農
者
５
人
分
の
予
算
も
計
上
さ
れ
て
い
る
。交

付
額
は
、
１
人
当
た
り
年
間
1
5
0
万
円
で
あ
り
、
夫
婦
型
は

年
間
2
2
5
万
円
で
あ
る
。

　
南
方
井
手
改
修
は

３
年
間
で
総
事
業
費

１
億
円
の
申
請
が
し

て
あ
り
、現
在
の
水
路

が
民
地
内
を
流
れ
て

い
る
た
め
用
地
買
収

が
必
要
で
あ
り
、不
動

産
鑑
定
業
務
の
予
算

を
計
上
し
て
あ
る
。

　
特
産
品
製
造
、販
売

促
進
補
助
金
は
、特
産

品
を
製
造
し
て
い
る

事
業
所
が
５
団
体
あ

り
、25
万
円
を
上
限
と

し
て
1
2
5
万
円
の

補
助
を
し
て
い
る
。　

商
工
振
興
課

　
海
外
支
援
事
業
の
海
外
販
路
は
想
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
。

現
在
は
国
内
の
販
路
開
拓
・
拡
大
が
中
心
で
あ
り
、
今
後
検
討

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
商
店
街
活
性
化
補
助
金
は
総
額
1
0
0
万
円
で
、
夢
街
光
の

森
会
、
三
里
木
商
工
繁
栄
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
補
助
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
ち
遊
び
事
業
は
事
業
者
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
商
工
会

と
協
議
し
な
が
ら
出
店
者
に
無
理
が
な
い
よ
う
勧
め
る
。

　
計
画
中
の（
仮
称
）第
二
原
水
工
業
団
地
は
、
申
し
込
み
を
受

け
る
段
階
で
は
な
い
が
、
分
譲
時
期
等
の
問
い
合
わ
せ
が
複
数

き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

都
市
計
画
課

　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
助
申
請
は
、
平
成
30
年
度
事
業
か
ら
27

件
の
申
請
が
あ
っ
た
。金
額
は
3
8
0
万
円
程
で
あ
る
。

　
区
画
事
業
整
理
に
伴
う
不
服
申
し
立
て
の
訴
訟
に
つ
い
て

は
、
仮
換
地
指
定
に
対
し
て
行
政
不
服
審
査
請
求
が
行
わ
れ
た
。

審
理
の
結
果
棄
却
さ
れ
そ
の
後
取
り
消
し
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。

建
設
課

　
緑
化
業
務
委
託
先
の
内
訳

は
表
１
に
示
す
。

　「
地
区
住
民
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
除
草
作
業
は
大
変

で
あ
る
」と
の
地
区
の
声
が
あ

り
、県
と
見
直
し
の
協
議
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

下
水
道
課

　
下
水
道
事
業
開
始
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
て
お
り
、老
朽

管
対
策
が
必
要
で
、計
画
的
に

長
寿
命
化
の
工
事
を
し
て
い

る
。構
造
上
対
策
工
事
が
で
き

な
い
箇
所
は
布
設
替
え
が
必

要
で
あ
る
。

付
託
事
項

〇
議
案
第
26
号
　「
令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会
計
予
算
」の
う

ち
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
属
す
る
事
項

に
つ
い
て

〇
議
案
第
29
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
30
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

〇
議
案
第
31
号
　
令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

〇
請
願
第
１
号
　
菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
す
る
た

め
に
菊
陽
町
内
の
私
立
保
育
園
に
対
す
る

各
種
補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

　
全
員
賛
成
で
継
続
審
議

教
育
委
員
会

小
中
学
校
の
給
食
で
出
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
処
理
に
つ
い
て

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
焼
却
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
運
搬
を
、福
祉
施
設
に
洗
浄
を
依
頼
す
る
。

　
　
菊
陽
中
体
育
館
空
調
工
事
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
夏
休
み
中
に
と
考
え
る
が
、学
校
と
協
議
し
実
施
す
る
。

地
域
未
来
塾
に
つ
い
て

　
　
地
域
未
来
塾
の
支
援
員
等
の
内
訳
と
参
加
の
人
数
は
。

　
　
菊
陽
中
と
武
蔵
ヶ
丘
中
の
中
学
３
年
生
で
民
間
の
塾
に

通
っ
て
い
な
い
生
徒
対
象
の
公
的
な
塾
で
あ
る
。各
校
15
名

程
度
で
あ
る
。支
援
員
等
は
、元
教
員
や
大
学
生
が
い
る
。

福
祉
生
活
部

　
　
学
童
の
放
課
後
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　
　
今
年
の
１
月
か
ら
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
、
来
年
度
は
賞

与
の
増
額
も
予
定
。予
算
も
昨
年
よ
り
２
千
万
円
ほ
ど
増
額

し
て
い
る
。

　
　
民
生
委
員
児
童
委
員
の
不
在
地
区
が
あ
る
が
、今
後
の
対

応
は
。

　
　
自
治
会
長
・
区
長
さ
ん
に
引
き
続
き
推
薦
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
候
補
者
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現

状
だ
。

　
　
熊
本
都
市
圏
協
議
会
負
担
金
（
s
n
s
相
談
事
業
）
の
参

加
市
町
が
６
市
町
と
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
　
こ
の
事
業
は
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
」を
休
日
相
談
す
る

人
の
た
め
に
熊
本
市
に
依
頼
す
る
事
業
で
あ
る
。少
な
い
の

は
、
事
業
の
効
果
を
懸
念
す
る
自
治
体
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

健
康
保
険
部

　
　
産
育
児
一
時
金
は

42
万
円
だ
が
、
他
の

市
町
村
と
差
が
あ
る

の
か
。多
子
の
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
一
時
金
は
一
律
一

人
42
万
円
で
あ
る
。

　
　
令
和
３
年
３
月
か
ら
始
ま
る
資
格
確
認
が
始
ま
る
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ど
の
く
ら
い
の
情
報
を
入
れ
こ
む

の
か
。手
続
き
は
必
要
か
。

　
　
情
報
は
サ
ー
バ
ー
を
通
し
て
取
得
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。手
続
き
の
必
要
は
な
い
。

　
　
健
康
保
険
課
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
本
部
に
位

置
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
内
に
発
生
し
た
場
合
、
会

見
や
町
民
へ
の
広
報
な
ど
の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
菊
陽
町
で
発
生
し
た
場
合
は
、
町
の
名
前
は
公
表
さ
れ
ず
、

菊
池
保
健
所
管
内
と
し
て
県
知
事
か
ら
報
道
さ
れ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（仮称）第二原水工業団地建設予定地

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

答答 答問問問 問
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確
保
す
べ
き

以
上
の
事
で
反
対
討
論
と
す

る
。

賛
成
討
論

阪
本
議
員

大
き
な
事
業
と
し
て
、
総
合

体
育
館
と
（
仮
称
）
防
災
セ

ン
タ
ー
建
設
へ
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
菊
陽
中
学

校
の
体
育
館
空
調
設
備
工
事

も
防
災
、
猛
暑
対
策
と
し
て

充
分
評
価
で
き
る
。

農
業
の
面
で
は
、
新
町
井

手
、
南
方
井
手
の
改
修
に
向

け
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
白

水
台
地
の
農
業
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
改
修
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
様
々
な
角
度
か
ら

も
、
令
和
２
年
度
予
算
へ
の

賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
27
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
28
号

令
和
２
年
菊
陽
町
工
業
団
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
29
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
30
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

令
和
２
、
３
年
度
の
保
険
料

が
７
，５
３
３
円
増
で
あ
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
重
い
負
担

が
課
せ
ら
れ
る
予
算
で
反
対

議
案
第
31
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
32
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
33
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
34
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
第
１
号

菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充

実
す
る
た
め
に
菊
陽
町
内
の
私

立
認
可
保
育
園
に
対
す
る
各
種

補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

継
続
審
議

発
議
第
１
号

専
決
処
分
の
指
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

発
議
第
２
号

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
実
効
性
の
あ
る
支
援
と

対
策
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

追
加
議
案

議
案
第
35
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
23
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
24
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
25
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
26
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

一
、
会
計
年
度
職
員
の
勤
務

体
制
を
充
実
す
べ
き

二
、
防
災
で
は
立
野
ダ
ム
に

頼
ら
な
い
災
害
対
策
が
必
要

三
、
同
和
団
体
助
成
金
を
削

減
す
べ
き

四
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
委

員
の
処
遇
改
善
と
支
援
員
を

議
案
第
１
号

菊
陽
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
２
号

菊
陽
町
総
合
計
画
の
策
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

菊
陽
町
非
常
勤
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

菊
陽
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
６
号

菊
陽
町
技
能
労
務
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
７
号

菊
陽
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
８
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
18
号

菊
陽
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
19
号

菊
陽
町
光
の
森
防
災
広
場
及

び
菊
陽
町
光
の
森
防
災
備
蓄

棟
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
20
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
21
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
22
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

菊
陽
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
10
号

菊
陽
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11
号

菊
陽
町
老
人
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

菊
陽
町
ふ
れ
あ
い
交
流
・
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
14
号

菊
陽
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
16
号

菊
陽
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号

熊
本
都
市
計
画
事
業
菊
陽
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
条
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果

表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪
本
俊

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

布

　
田

福

　
島

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

北

　
山賛成 反対

議 案 2 6 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案 2 7 号 可決 16-1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 2 9 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案 3 0 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案 3 1 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第26号 令和２年度菊陽町一般会計予算について

議案第27号 令和２年度菊陽町土地取得特別会計予算について

議案第29号 令和２年度菊陽町国民健康保険特別会計予算について

議案第30号 令和２年度菊陽町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第31号 令和２年度菊陽町介護保険特別会計予算について

5 月 1日に「菊陽町議会災害対策会議」を設置しました。

確
保
す
べ
き

以
上
の
事
で
反
対
討
論
と
す

る
。

賛
成
討
論

阪
本
議
員

大
き
な
事
業
と
し
て
、
総
合

体
育
館
と
（
仮
称
）
防
災
セ

ン
タ
ー
建
設
へ
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
菊
陽
中
学

校
の
体
育
館
空
調
設
備
工
事

も
防
災
、
猛
暑
対
策
と
し
て

充
分
評
価
で
き
る
。

農
業
の
面
で
は
、
新
町
井

手
、
南
方
井
手
の
改
修
に
向

け
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
白

水
台
地
の
農
業
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
改
修
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
様
々
な
角
度
か
ら

も
、
令
和
２
年
度
予
算
へ
の

賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
27
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
28
号

令
和
２
年
菊
陽
町
工
業
団
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
29
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
30
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

令
和
２
、
３
年
度
の
保
険
料

が
７
，５
３
３
円
増
で
あ
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
重
い
負
担

が
課
せ
ら
れ
る
予
算
で
反
対

議
案
第
31
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
32
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
33
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
34
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
第
１
号

菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充

実
す
る
た
め
に
菊
陽
町
内
の
私

立
認
可
保
育
園
に
対
す
る
各
種

補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

継
続
審
議

発
議
第
１
号

専
決
処
分
の
指
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

発
議
第
２
号

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
実
効
性
の
あ
る
支
援
と

対
策
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

追
加
議
案

議
案
第
35
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
23
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
24
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
25
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
26
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

一
、
会
計
年
度
職
員
の
勤
務

体
制
を
充
実
す
べ
き

二
、
防
災
で
は
立
野
ダ
ム
に

頼
ら
な
い
災
害
対
策
が
必
要

三
、
同
和
団
体
助
成
金
を
削

減
す
べ
き

四
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
委

員
の
処
遇
改
善
と
支
援
員
を

議
案
第
１
号

菊
陽
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
２
号

菊
陽
町
総
合
計
画
の
策
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

菊
陽
町
非
常
勤
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

菊
陽
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
６
号

菊
陽
町
技
能
労
務
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
７
号

菊
陽
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
８
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
18
号

菊
陽
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
19
号

菊
陽
町
光
の
森
防
災
広
場
及

び
菊
陽
町
光
の
森
防
災
備
蓄

棟
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
20
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
21
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
22
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

菊
陽
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
10
号

菊
陽
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11
号

菊
陽
町
老
人
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

菊
陽
町
ふ
れ
あ
い
交
流
・
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
14
号

菊
陽
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
16
号

菊
陽
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号

熊
本
都
市
計
画
事
業
菊
陽
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
条

３
月
議
会

　
３
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
36
件
、
発
議
２
件
で
あ
っ
た
。
令
和
元
年
度
補
正

予
算
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
予
算
と
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。
３
月
議
会
の
会

期
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
。
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確
保
す
べ
き

以
上
の
事
で
反
対
討
論
と
す

る
。

賛
成
討
論

阪
本
議
員

大
き
な
事
業
と
し
て
、
総
合

体
育
館
と
（
仮
称
）
防
災
セ

ン
タ
ー
建
設
へ
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
菊
陽
中
学

校
の
体
育
館
空
調
設
備
工
事

も
防
災
、
猛
暑
対
策
と
し
て

充
分
評
価
で
き
る
。

農
業
の
面
で
は
、
新
町
井

手
、
南
方
井
手
の
改
修
に
向

け
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
白

水
台
地
の
農
業
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
改
修
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
様
々
な
角
度
か
ら

も
、
令
和
２
年
度
予
算
へ
の

賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
27
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
28
号

令
和
２
年
菊
陽
町
工
業
団
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
29
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
30
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

令
和
２
、
３
年
度
の
保
険
料

が
７
，５
３
３
円
増
で
あ
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
重
い
負
担

が
課
せ
ら
れ
る
予
算
で
反
対

議
案
第
31
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
32
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
33
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
34
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
第
１
号

菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充

実
す
る
た
め
に
菊
陽
町
内
の
私

立
認
可
保
育
園
に
対
す
る
各
種

補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

継
続
審
議

発
議
第
１
号

専
決
処
分
の
指
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

発
議
第
２
号

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
実
効
性
の
あ
る
支
援
と

対
策
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

追
加
議
案

議
案
第
35
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
23
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
24
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
25
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
26
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

一
、
会
計
年
度
職
員
の
勤
務

体
制
を
充
実
す
べ
き

二
、
防
災
で
は
立
野
ダ
ム
に

頼
ら
な
い
災
害
対
策
が
必
要

三
、
同
和
団
体
助
成
金
を
削

減
す
べ
き

四
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
委

員
の
処
遇
改
善
と
支
援
員
を

議
案
第
１
号

菊
陽
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
２
号

菊
陽
町
総
合
計
画
の
策
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

菊
陽
町
非
常
勤
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

菊
陽
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
６
号

菊
陽
町
技
能
労
務
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
７
号

菊
陽
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
８
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
18
号

菊
陽
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
19
号

菊
陽
町
光
の
森
防
災
広
場
及

び
菊
陽
町
光
の
森
防
災
備
蓄

棟
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
20
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
21
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
22
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

菊
陽
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
10
号

菊
陽
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11
号

菊
陽
町
老
人
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

菊
陽
町
ふ
れ
あ
い
交
流
・
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
14
号

菊
陽
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
16
号

菊
陽
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号

熊
本
都
市
計
画
事
業
菊
陽
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
条
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議案番号等
結  

果

表決数 廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

阪
本
俊

西

　
本

那

　
須

佐
々
木

中

　
岡

布

　
田

福

　
島

坂
本
秀

渡

　
辺

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

小

　
林

北

　
山賛成 反対

議 案 2 6 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案 2 7 号 可決 16-1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 案 2 9 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案 3 0 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案 3 1 号 可決 16-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第26号 令和２年度菊陽町一般会計予算について

議案第27号 令和２年度菊陽町土地取得特別会計予算について

議案第29号 令和２年度菊陽町国民健康保険特別会計予算について

議案第30号 令和２年度菊陽町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第31号 令和２年度菊陽町介護保険特別会計予算について

5 月 1日に「菊陽町議会災害対策会議」を設置しました。

確
保
す
べ
き

以
上
の
事
で
反
対
討
論
と
す

る
。

賛
成
討
論

阪
本
議
員

大
き
な
事
業
と
し
て
、
総
合

体
育
館
と
（
仮
称
）
防
災
セ

ン
タ
ー
建
設
へ
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
菊
陽
中
学

校
の
体
育
館
空
調
設
備
工
事

も
防
災
、
猛
暑
対
策
と
し
て

充
分
評
価
で
き
る
。

農
業
の
面
で
は
、
新
町
井

手
、
南
方
井
手
の
改
修
に
向

け
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
白

水
台
地
の
農
業
用
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
の
改
修
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
様
々
な
角
度
か
ら

も
、
令
和
２
年
度
予
算
へ
の

賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
27
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
28
号

令
和
２
年
菊
陽
町
工
業
団
地

造
成
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
29
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
30
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

令
和
２
、
３
年
度
の
保
険
料

が
７
，５
３
３
円
増
で
あ
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
重
い
負
担

が
課
せ
ら
れ
る
予
算
で
反
対

議
案
第
31
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
32
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
33
号

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
34
号

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

請
願
第
１
号

菊
陽
町
子
育
て
支
援
を
よ
り
充

実
す
る
た
め
に
菊
陽
町
内
の
私

立
認
可
保
育
園
に
対
す
る
各
種

補
助
制
度
創
設
の
請
願
書

継
続
審
議

発
議
第
１
号

専
決
処
分
の
指
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

発
議
第
２
号

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
実
効
性
の
あ
る
支
援
と

対
策
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成
で
可
決

追
加
議
案

議
案
第
35
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
23
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
24
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
25
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
26
号

令
和
２
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

小
林
議
員

一
、
会
計
年
度
職
員
の
勤
務

体
制
を
充
実
す
べ
き

二
、
防
災
で
は
立
野
ダ
ム
に

頼
ら
な
い
災
害
対
策
が
必
要

三
、
同
和
団
体
助
成
金
を
削

減
す
べ
き

四
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
委

員
の
処
遇
改
善
と
支
援
員
を

議
案
第
１
号

菊
陽
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
２
号

菊
陽
町
総
合
計
画
の
策
定
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

菊
陽
町
非
常
勤
の
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

菊
陽
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
６
号

菊
陽
町
技
能
労
務
職
員
の
給

与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
７
号

菊
陽
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
８
号

菊
陽
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

全
員
賛
成
で
可
決

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
18
号

菊
陽
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
19
号

菊
陽
町
光
の
森
防
災
広
場
及

び
菊
陽
町
光
の
森
防
災
備
蓄

棟
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
20
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
21
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
土
地
取

得
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
22
号

令
和
元
年
度
菊
陽
町
工
業
団

地
造
成
事
業
特
別
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

菊
陽
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
10
号

菊
陽
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
11
号

菊
陽
町
老
人
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号

菊
陽
町
ふ
れ
あ
い
交
流
・
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
14
号

菊
陽
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号

菊
陽
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
16
号

菊
陽
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号

熊
本
都
市
計
画
事
業
菊
陽
第

二
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
条

３
月
議
会

　
３
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
36
件
、
発
議
２
件
で
あ
っ
た
。
令
和
元
年
度
補
正

予
算
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
、
特
別
予
算
と
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
。
３
月
議
会
の
会

期
は
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
。
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鉄
砲
小
路
踏
切
の
改
良
に
つ
い
て

　（
車
道
の
拡
張
・
歩
道
の
設
置
）

歩
行
者
の
安
全
と
道
路
渋
滞
緩
和
策
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　早
期
の
実
現
を
図
る
。

答

建
設
地
方
債
も
赤
字
地
方
債
も

不
交
付
団
体
に
な
っ
た
場
合
は
全
額

負
担
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か

渡辺 裕之 議員

答

廣瀨 英二 議員

不
交
付
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
標
準
的
な
財
政
は
町
の

方
で
、
財
政
の
歳
入
で
や
っ
て
い
く
の
で
、
そ
の
分
に

つ
い
て
は
町
の
財
源
で
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鉄
砲
小
路
踏
切
の
改
良
に
つ

い
て

廣
瀨
　
昨
年
九
月
に
一
般
質

問
し
た
標
記
の
件
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

土
木
部
長
　
Ｊ
Ｒ
か
ら
了
承

の
回
答
書
を
頂
い
た
。
協
議

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

光
の
森
防
災
広
場
に
つ
い
て

廣
瀨
　
菊
陽
町
人
口
の
五

六
％
を
占
め
る
密
集
地
、
西

部
地
区
に
防
災
広
場
が
で
き

る
が
地
域
住
民
に
対
す
る
説

明
会
等
考
え
て
い
る
の
か
問

う
。

総
務
課
長
　
防
災
機
能
や
利

用
方
法
、
許
可
申
請
手
続
等

も
含
め
て
広
報
や
説
明
会
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。

廣
瀨
　
平
常
時
の
避
難
室
等

の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
防
災
教
育
訓
練
、

出
前
講
座
、
自
治
会
や
消
防

団
等
の
防
災
事
業
の
会
場
と

し
て
考
え
て
い
る
。

廣
瀨
　
備
蓄
棟
・
広
場
の
管

理
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
備
蓄
棟
に
つ
い

て
は
防
犯
カ
メ
ラ
で
監
視
。

一
方
広
場
に
つ
い
て
は
芝
、

ト
イ
レ
等
の
設
備
も
あ
り
管

理
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。

廣
瀨
　
防
災
ヘ
リ
を
含
め
た

防
災
訓
練
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
今
後
、
広
場
で

の
訓
練
も
計
画
し
、
防
災
ヘ

リ
の
参
加
も
積
極
的
に
働
き

か
け
て
行
き
た
い
。

廣
瀨
　
防
災
広
場
の
残
り
の

土
地
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
防
災
広
場
の
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
町
民
に

と
っ
て
有
効
な
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

町
道
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
に

伴
う
高
架
橋
計
画
に
つ
い
て

廣
瀨
　
町
道
菊
陽
空
港
線
延

伸
に
つ
い
て
締
結
さ
れ
た
協

定
書
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

建
設
課
長
　
セ
ミ
コ
ン
西
側

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
町
・

県
・
合
志
市
の
三
者
で
２
車

線
で
の
道
路
整
備
を
前
提
と

し
た
協
定
を
締
結
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
工
区
間
を
明
確
に
し

た
。

廣
瀨
　
交
通
セ
ン
サ
ス
が
基

本
に
な
る
と
思
う
が
何
時
の

計
画
交
通
量
か
問
う
。

建
設
課
長
　
平
成
一
七
年
度

の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
資

料
を
基
に
二
十
年
後
の
将
来

交
通
量
推
計
を
算
定
。

廣
瀨
　
十
年
以
上
前
の
交
通

量
を
基
に
す
る
の
は
危
険
。

根
拠
を
問
う
。

建
設
課
長
　
最
初
の
計
画
が

平
面
交
差
。
そ
の
時
算
定
さ

れ
た
将
来
交
通
量
を
協
定
締

結
時
に
採
用
し
た
。

廣
瀨
　
高
架
橋
を
２
車
線
化

に
し
た
根
拠
を
問
う
。

建
設
課
長
　
将
来
交
通
量
推

計
が
一
万
台
未
満
で
あ
っ
た
。

廣
瀨
　
企
業
誘
致
（
町
、
合

志
市
）
に
伴
う
交
通
量
は
想

定
し
て
い
る
の
か
問
う
。

建
設
課
長
　
将
来
の
交
通
量

推
計
と
企
業
誘
致
に
伴
う
交

通
量
に
つ
い
て
県
と
協
議
中
。

廣
瀨
　
空
港
〜
県
北
へ
の
四

車
線
化
は
必
要
。
そ
の
た
め

に
は
ト
ツ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必

要
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長
　
四
車
線
化
の
必
要
性

を
考
え
な
が
ら
県
と
協
議
を

し
て
い
く
。
現
場
の
状
況
を

考
え
る
と
菊
陽
空
港
線
延
伸

の
早
期
の
完
成
が
望
ま
れ
る
。

町
財
政
に
つ
い
て

渡
辺
　
30
年
度
地
方
債
の
残

高
１
６
５
億
５
７
０
万
余
円
、

交
付
税
措
置
対
象
は
ど
れ
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。

財
政
課
長 

後
年
度
に
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る

額
は
約
97
億
円
。

渡
辺 

２
年
度
の
普
通
交
付

税
措
置
さ
れ
る
と
い
う
事
で
、

７
９
５
万
４
千
円
で
計
上
さ

れ
て
い
る
。
事
実
上
参
入
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
。

財
政
課
長 

借
入
額
の
残
額

の
交
付
税
に
つ
い
て
は
そ
の

年
の
残
額
と
い
う
こ
と
で
、

令
和
元
年
度
で
は
４
億
数
千

万
。
全
体
の
財
政
需
要
か
ら

収
入
額
を
引
い
た
額
で
令
和

２
年
度
の
交
付
税
の
予
算
額

に
し
て
い
る
。

渡
辺
　
本
年
度
予
算
で
臨
時

財
政
対
策
債
は
１
億
８
５
０

０
万
計
上
。
30
年
度
残
高
が

53
億
６
６
５
８
万
６
千
円
。

赤
字
地
方
債
は
非
募
債
主
義

の
観
点
か
ら
本
来
は
発
行
す

べ
き
で
な
い
。

財
政
課
長 

臨
時
財
政
対
策

債
は
町
の
一
般
財
源
と
な
り

事
業
の
財
源
な
の
で
毎
年
度
、

借
入
を
行
っ
て
い
る
。
元
利

償
還
金
は
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
需
要
額
に
も
明
確
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。

子
供
の
貧
困
対
策
は

渡
辺
　
子
ど
も
の
貧
困
率
全

国
、
県
も
概
ね
15
％
〜
16
％
、

本
町
15
．
８
％
程
だ
。
こ
れ

ま
で
の
町
及
び
教
育
委
員
会

の
取
り
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
経
済
的

支
援
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
を
対
象
と
し
た
児
童

扶
養
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭

等
、
医
療
費
助
成
な
ど
。

学
務
課
長
　
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
の
家
庭
へ

の
就
学
援
助
制
度
、
町
奨
学

金
貸
付
制
度
を
設
け
、
町
独

自
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
１
名
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
２
名
が
経

済
的
困
窮
か
ら
く
る
諸
問
題

に
対
し
て
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。
学
習
塾
に

通
っ
て
い
な
い
中
学
３
年
生

を
対
象
と
し
て
学
習
支
援
を

行
う
地
域
未
来
塾
に
お
い
て

学
力
補
習
の
取
り
組
み
な
ど

を
行
っ
て
い
る

渡
辺
　
策
定
中
の
町
子
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
、
取
組
は

子
育
て
支
援
課
長

　①
経
済

的
支
援
の
充
実
。
②
家
庭
教

育
推
進
を
行
う
生
活
環
境
に

関
す
る
支
援
の
充
実
。
③
学

習
支
援
を
行
い
ま
す
教
育
の

支
援
。
④
各
種
相
談
窓
口
の

充
実
強
化
等
支
援
体
制
の
充

実
。

生
活
福
祉
部
長
　
精
神
保
健

福
祉
士
や
臨
床
心
理
士
の
職

員
を
３
人
採
用
し
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
支
援
を
行
う
。

「
応
援
村
」
設
置
は

総
合
政
策
課
長
　
趣
旨
に
は

賛
同
す
る
が
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い

渡
辺
　
子
供
達
に
み
ん
な
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
し
て
楽

し
か
っ
た
と
い
う
体
験
を
。

規
模
は
問
わ
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
も
う
少
し
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
を
引
き
続
き

　
　
　
　
　
　
存
続
で
き
な
い
か

協
議
の
結
果

　な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
は
存
続
す
る

答

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
使
用
済
み

オ
ム
ツ
の
処
理
は
町
で
業
者
に

委
託
し
た
ら
ど
う
か

那須 眞理子 議員

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
集
団
感
染
や

保
育
所
内
に
於
け
る
集
団
感
染
の
防
止
対
策
の

課
題
も
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い

答

小林 久美子 議員

小
林
　
武
蔵
ヶ
丘
小
の
学
童

ク
ラ
ブ
（
な
か
よ
し
）
を
閉

鎖
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
保

護
者
か
ら
存
続
し
て
ほ
し
い

と
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

保
護
者
の
声

　（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

①
他
校
の
生
徒
が
増
え
た
こ

と
で
、
他
校
の
増
設
に
つ

い
て
は
同
じ
利
用
者
と
し

て
納
得
で
き
る
。
し
か
し
、

問
題
発
覚
の
際
は
、
ま
ず

は
現
場
の
意
見
を
聞
い
て

か
ら
検
討
を
始
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

②
実
家
が
県
外
で
、
子
ど
も

を
預
け
る
所
が
な
く
困
っ

て
い
る
。
今
ま
で
は
長
期

の
休
み
で
利
用
で
き
た
の

で
、
安
心
し
て
仕
事
を
始

め
る
こ
と
が
出
来
た
。
４

月
か
ら
通
え
な
く
な
る
と

不
安
が
多
々
あ
る
。

③
今
ま
で
は
運
動
場
で
遊
べ

た
り
、
手
作
り
の
お
や
つ

が
出
た
り
先
生
方
の
目
が

行
き
届
い
て
安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
出

来
た
。
長
期
も
２
年
生
ま

で
し
か
受
け
入
れ
で
き
な

い
の
は
困
る
。
せ
め
て
５

年
生
ま
で
受
け
入
れ
て
ほ

し
い
。

④
長
期
の
み
を
後
回
し
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

残
念
。
３
年
生
の
春
休
み

４
月
か
ら
預
か
っ
て
い
た

だ
け
な
い
と
な
れ
ば
仕
事

先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

⑤
今
年
４
年
生
に
な
る
が
、

２
年
生
ま
で
し
か
受
け
入

れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は

大
変
困
惑
し
て
い
る
。
一

人
で
家
に
い
る
こ
と
も
で

き
な
い
し
、
シ
ン
グ
ル
な

ど
で
学
童
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま

で
通
り
お
願
い
し
た
い
。

　
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
保
護
者
の
要
望
が

あ
る
が
、
町
は
こ
の
声
に
ど

う
応
え
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

今
ま
で
の
指
導
員
３
名
が
一

度
に
転
勤
さ
れ
る
。
学
童
保

育
の
運
営
や
指
導
者
の
継
続

性
を
考
え
る
と
問
題
で
は
な

い
か
。
保
護
者
の
不
安
も
大

き
い
。

子
育
て
支
援
課
長
　
学
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
は
、
N
P
O
法

人
に
委
託
し
て
い
る
。
今
回

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
童

全
体
の
児
童
数
と
指
導
員
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
ク
ラ
ブ

間
で
の
不
均
衡
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
。
な
か
よ
し
ク
ラ

ブ
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
反
対
も
あ
り
、
協
議

の
結
果
存
続
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
指
導
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
深
刻
な
人
材
不
足
の
た

め
苦
戦
し
て
い
る
。
す
べ
て

の
ク
ラ
ブ
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
、
指
導
員
の
配
置
転

換
を
行
う
な
ど
対
応
し
て
い

る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

那
須
　
専
門
職
に
よ
る
相
談

窓
口
で
、
こ
れ
迄
に
改
善
さ

れ
た
事
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童
虐

待
関
係
の
相
談
が
中
心
で
あ

り
、
複
数
改
善
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
学
校

で
問
題
を
起
こ
す
よ
う
に

な
っ
た
子
供
の
家
庭
訪
問
を

定
期
的
に
お
こ
な
い
、
繰
り

返
し
保
護
者
を
説
得
し
た
結

果
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

学
校
で
の
問
題
行
動
も
落
ち

着
い
た
と
言
う
事
例
も
あ
る
。

那
須
　
児
童
虐
待
が
重
篤
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
時
の
対

処
は
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童
相

談
所
と
連
携
を
取
り
、
そ
の

権
限
と
判
断
に
よ
り
一
時
保

護
を
お
こ
な
い
、
問
題
解
消

後
は
保
育
所
や
学
校
職
員
な

ど
で
見
守
り
を
続
け
る
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
や
学

校
だ
け
で
は
で
き
な
い
の
で

福
祉
部
局
と
の
連
携
を
図
り

困
難
を
抱
え
た
子
供
を
早
く

発
見
し
手
立
て
を
し
て
い
く
。

那
須
　
子
供
の
命
に
関
わ
る

時
に
は
、
何
は
さ
て
置
き
小

さ
な
命
を
総
力
を
挙
げ
て
守

る
べ
き
で
あ
る
。

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
に
つ
い
て

那
須
　
養
豚
農
場
へ
の
豚
熱

（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
対
策
は
あ
る

か
。

農
政
課
長
　
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
侵
入
防
止
の
た
め
防
護
柵

設
置
と
し
て
、
国
が
費
用
の

１
／
２
補
助
、
県
が
残
り
の

１
／
３
、
町
が
１
／
６
を
支

援
す
る
。
今
年
度
は
２
３
７

万
４
０
０
０
円
予
算
計
上
し

て
い
る
。

那
須
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人

や
町
民
に
対
し
て
、
豚
熱
へ

の
知
識
の
共
有
や
注
意
喚
起

の
考
え
は
あ
る
か
。

農
政
課
長
　
農
林
水
産
省
や

動
物
検
疫
所
が
周
知
し
て
い

る
豚
熱
ウ
ィ
ル
ス
は
、
人
に

は
感
染
し
な
い
、
又
豚
肉
を

摂
取
し
て
も
感
染
し
な
い
、

そ
し
て
感
染
し
た
豚
肉
は
市

場
に
は
出
回
ら
な
い
な
ど
を

今
後
は
町
に
於
て
も
、
広
報

誌
な
ど
で
周
知
し
た
い
。

那
須
　
死
骸
の
イ
ノ
シ
シ
を

発
見
し
た
時
の
危
機
管
理
の

手
順
は
ど
う
か
。

農
政
課
長
　
感
染
の
疑
い
が

あ
る
場
合
は
県
か
ら
国
へ
状

況
報
告
、
動
物
衛
生
研
究
部

門
へ
検
体
送
付
、
発
見
地
点

の
消
毒
、
そ
の
回
り
半
径
10

キ
ロ
以
内
の
養
豚
場
の
立
入

検
査
を
実
施
、
そ
の
後
28
日

間
経
過
観
察
し
保
健
所
へ
報

告
、
異
常
無
し
で
終
了
。

那
須
　
役
場
庁
舎
玄
関
横
に

設
置
し
て
あ
る
防
疫
の
た
め

の
踏
み
込
み
に
は
、
説
明
の

チ
ラ
シ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
政
課
長
　
す
ぐ
に
そ
の
旨

を
周
知
し
た
い
。

環
境
対
策
に
つ
い
て

那
須
　
環
境
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

環
境
生
活
課
長
　
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
令
和
２

年
度
中
に
策
定
す
る
た
め
準

備
中
で
あ
る
。

町
長
　
今
後
、
県
や
連
携
中

枢
都
市
圏
18
市
町
村
と
共
に

二
酸
化
炭
素
総
排
出
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
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鉄
砲
小
路
踏
切
の
改
良
に
つ
い
て

　（
車
道
の
拡
張
・
歩
道
の
設
置
）

歩
行
者
の
安
全
と
道
路
渋
滞
緩
和
策
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　早
期
の
実
現
を
図
る
。

答

建
設
地
方
債
も
赤
字
地
方
債
も

不
交
付
団
体
に
な
っ
た
場
合
は
全
額

負
担
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か

渡辺 裕之 議員

答

廣瀨 英二 議員

不
交
付
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
標
準
的
な
財
政
は
町
の

方
で
、
財
政
の
歳
入
で
や
っ
て
い
く
の
で
、
そ
の
分
に

つ
い
て
は
町
の
財
源
で
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鉄
砲
小
路
踏
切
の
改
良
に
つ

い
て

廣
瀨
　
昨
年
九
月
に
一
般
質

問
し
た
標
記
の
件
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

土
木
部
長
　
Ｊ
Ｒ
か
ら
了
承

の
回
答
書
を
頂
い
た
。
協
議

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

光
の
森
防
災
広
場
に
つ
い
て

廣
瀨
　
菊
陽
町
人
口
の
五

六
％
を
占
め
る
密
集
地
、
西

部
地
区
に
防
災
広
場
が
で
き

る
が
地
域
住
民
に
対
す
る
説

明
会
等
考
え
て
い
る
の
か
問

う
。

総
務
課
長
　
防
災
機
能
や
利

用
方
法
、
許
可
申
請
手
続
等

も
含
め
て
広
報
や
説
明
会
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
あ
る
。

廣
瀨
　
平
常
時
の
避
難
室
等

の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
防
災
教
育
訓
練
、

出
前
講
座
、
自
治
会
や
消
防

団
等
の
防
災
事
業
の
会
場
と

し
て
考
え
て
い
る
。

廣
瀨
　
備
蓄
棟
・
広
場
の
管

理
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
備
蓄
棟
に
つ
い

て
は
防
犯
カ
メ
ラ
で
監
視
。

一
方
広
場
に
つ
い
て
は
芝
、

ト
イ
レ
等
の
設
備
も
あ
り
管

理
委
託
を
予
定
し
て
い
る
。

廣
瀨
　
防
災
ヘ
リ
を
含
め
た

防
災
訓
練
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
今
後
、
広
場
で

の
訓
練
も
計
画
し
、
防
災
ヘ

リ
の
参
加
も
積
極
的
に
働
き

か
け
て
行
き
た
い
。

廣
瀨
　
防
災
広
場
の
残
り
の

土
地
の
活
用
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
課
長
　
防
災
広
場
の
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
町
民
に

と
っ
て
有
効
な
活
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

町
道
菊
陽
空
港
線
の
延
伸
に

伴
う
高
架
橋
計
画
に
つ
い
て

廣
瀨
　
町
道
菊
陽
空
港
線
延

伸
に
つ
い
て
締
結
さ
れ
た
協

定
書
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

建
設
課
長
　
セ
ミ
コ
ン
西
側

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
町
・

県
・
合
志
市
の
三
者
で
２
車

線
で
の
道
路
整
備
を
前
提
と

し
た
協
定
を
締
結
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
工
区
間
を
明
確
に
し

た
。

廣
瀨
　
交
通
セ
ン
サ
ス
が
基

本
に
な
る
と
思
う
が
何
時
の

計
画
交
通
量
か
問
う
。

建
設
課
長
　
平
成
一
七
年
度

の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
の
資

料
を
基
に
二
十
年
後
の
将
来

交
通
量
推
計
を
算
定
。

廣
瀨
　
十
年
以
上
前
の
交
通

量
を
基
に
す
る
の
は
危
険
。

根
拠
を
問
う
。

建
設
課
長
　
最
初
の
計
画
が

平
面
交
差
。
そ
の
時
算
定
さ

れ
た
将
来
交
通
量
を
協
定
締

結
時
に
採
用
し
た
。

廣
瀨
　
高
架
橋
を
２
車
線
化

に
し
た
根
拠
を
問
う
。

建
設
課
長
　
将
来
交
通
量
推

計
が
一
万
台
未
満
で
あ
っ
た
。

廣
瀨
　
企
業
誘
致
（
町
、
合

志
市
）
に
伴
う
交
通
量
は
想

定
し
て
い
る
の
か
問
う
。

建
設
課
長
　
将
来
の
交
通
量

推
計
と
企
業
誘
致
に
伴
う
交

通
量
に
つ
い
て
県
と
協
議
中
。

廣
瀨
　
空
港
〜
県
北
へ
の
四

車
線
化
は
必
要
。
そ
の
た
め

に
は
ト
ツ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必

要
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長
　
四
車
線
化
の
必
要
性

を
考
え
な
が
ら
県
と
協
議
を

し
て
い
く
。
現
場
の
状
況
を

考
え
る
と
菊
陽
空
港
線
延
伸

の
早
期
の
完
成
が
望
ま
れ
る
。

町
財
政
に
つ
い
て

渡
辺
　
30
年
度
地
方
債
の
残

高
１
６
５
億
５
７
０
万
余
円
、

交
付
税
措
置
対
象
は
ど
れ
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。

財
政
課
長 

後
年
度
に
基
準

財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る

額
は
約
97
億
円
。

渡
辺 

２
年
度
の
普
通
交
付

税
措
置
さ
れ
る
と
い
う
事
で
、

７
９
５
万
４
千
円
で
計
上
さ

れ
て
い
る
。
事
実
上
参
入
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
。

財
政
課
長 

借
入
額
の
残
額

の
交
付
税
に
つ
い
て
は
そ
の

年
の
残
額
と
い
う
こ
と
で
、

令
和
元
年
度
で
は
４
億
数
千

万
。
全
体
の
財
政
需
要
か
ら

収
入
額
を
引
い
た
額
で
令
和

２
年
度
の
交
付
税
の
予
算
額

に
し
て
い
る
。

渡
辺
　
本
年
度
予
算
で
臨
時

財
政
対
策
債
は
１
億
８
５
０

０
万
計
上
。
30
年
度
残
高
が

53
億
６
６
５
８
万
６
千
円
。

赤
字
地
方
債
は
非
募
債
主
義

の
観
点
か
ら
本
来
は
発
行
す

べ
き
で
な
い
。

財
政
課
長 

臨
時
財
政
対
策

債
は
町
の
一
般
財
源
と
な
り

事
業
の
財
源
な
の
で
毎
年
度
、

借
入
を
行
っ
て
い
る
。
元
利

償
還
金
は
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
需
要
額
に
も
明
確
に

計
上
さ
れ
て
い
る
。

子
供
の
貧
困
対
策
は

渡
辺
　
子
ど
も
の
貧
困
率
全

国
、
県
も
概
ね
15
％
〜
16
％
、

本
町
15
．
８
％
程
だ
。
こ
れ

ま
で
の
町
及
び
教
育
委
員
会

の
取
り
組
み
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
経
済
的

支
援
に
つ
い
て
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
を
対
象
と
し
た
児
童

扶
養
手
当
や
ひ
と
り
親
家
庭

等
、
医
療
費
助
成
な
ど
。

学
務
課
長
　
経
済
的
理
由
に

よ
り
修
学
が
困
難
の
家
庭
へ

の
就
学
援
助
制
度
、
町
奨
学

金
貸
付
制
度
を
設
け
、
町
独

自
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
１
名
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
２
名
が
経

済
的
困
窮
か
ら
く
る
諸
問
題

に
対
し
て
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
る
。
学
習
塾
に

通
っ
て
い
な
い
中
学
３
年
生

を
対
象
と
し
て
学
習
支
援
を

行
う
地
域
未
来
塾
に
お
い
て

学
力
補
習
の
取
り
組
み
な
ど

を
行
っ
て
い
る

渡
辺
　
策
定
中
の
町
子
ど
も

の
貧
困
対
策
計
画
、
取
組
は

子
育
て
支
援
課
長

　①
経
済

的
支
援
の
充
実
。
②
家
庭
教

育
推
進
を
行
う
生
活
環
境
に

関
す
る
支
援
の
充
実
。
③
学

習
支
援
を
行
い
ま
す
教
育
の

支
援
。
④
各
種
相
談
窓
口
の

充
実
強
化
等
支
援
体
制
の
充

実
。

生
活
福
祉
部
長
　
精
神
保
健

福
祉
士
や
臨
床
心
理
士
の
職

員
を
３
人
採
用
し
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
支
援
を
行
う
。

「
応
援
村
」
設
置
は

総
合
政
策
課
長
　
趣
旨
に
は

賛
同
す
る
が
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い

渡
辺
　
子
供
達
に
み
ん
な
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
し
て
楽

し
か
っ
た
と
い
う
体
験
を
。

規
模
は
問
わ
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
も
う
少
し
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
を
引
き
続
き

　
　
　
　
　
　
存
続
で
き
な
い
か

協
議
の
結
果

　な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
は
存
続
す
る

答

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
使
用
済
み

オ
ム
ツ
の
処
理
は
町
で
業
者
に

委
託
し
た
ら
ど
う
か

那須 眞理子 議員

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
集
団
感
染
や

保
育
所
内
に
於
け
る
集
団
感
染
の
防
止
対
策
の

課
題
も
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い

答

小林 久美子 議員

小
林
　
武
蔵
ヶ
丘
小
の
学
童

ク
ラ
ブ
（
な
か
よ
し
）
を
閉

鎖
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
保

護
者
か
ら
存
続
し
て
ほ
し
い

と
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

保
護
者
の
声

　（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
）

①
他
校
の
生
徒
が
増
え
た
こ

と
で
、
他
校
の
増
設
に
つ

い
て
は
同
じ
利
用
者
と
し

て
納
得
で
き
る
。
し
か
し
、

問
題
発
覚
の
際
は
、
ま
ず

は
現
場
の
意
見
を
聞
い
て

か
ら
検
討
を
始
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

②
実
家
が
県
外
で
、
子
ど
も

を
預
け
る
所
が
な
く
困
っ

て
い
る
。
今
ま
で
は
長
期

の
休
み
で
利
用
で
き
た
の

で
、
安
心
し
て
仕
事
を
始

め
る
こ
と
が
出
来
た
。
４

月
か
ら
通
え
な
く
な
る
と

不
安
が
多
々
あ
る
。

③
今
ま
で
は
運
動
場
で
遊
べ

た
り
、
手
作
り
の
お
や
つ

が
出
た
り
先
生
方
の
目
が

行
き
届
い
て
安
心
し
て
子

ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
出

来
た
。
長
期
も
２
年
生
ま

で
し
か
受
け
入
れ
で
き
な

い
の
は
困
る
。
せ
め
て
５

年
生
ま
で
受
け
入
れ
て
ほ

し
い
。

④
長
期
の
み
を
後
回
し
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も

残
念
。
３
年
生
の
春
休
み

４
月
か
ら
預
か
っ
て
い
た

だ
け
な
い
と
な
れ
ば
仕
事

先
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

⑤
今
年
４
年
生
に
な
る
が
、

２
年
生
ま
で
し
か
受
け
入

れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は

大
変
困
惑
し
て
い
る
。
一

人
で
家
に
い
る
こ
と
も
で

き
な
い
し
、
シ
ン
グ
ル
な

ど
で
学
童
に
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま

で
通
り
お
願
い
し
た
い
。

　
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
保
護
者
の
要
望
が

あ
る
が
、
町
は
こ
の
声
に
ど

う
応
え
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

今
ま
で
の
指
導
員
３
名
が
一

度
に
転
勤
さ
れ
る
。
学
童
保

育
の
運
営
や
指
導
者
の
継
続

性
を
考
え
る
と
問
題
で
は
な

い
か
。
保
護
者
の
不
安
も
大

き
い
。

子
育
て
支
援
課
長
　
学
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
は
、
N
P
O
法

人
に
委
託
し
て
い
る
。
今
回

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
童

全
体
の
児
童
数
と
指
導
員
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
ク
ラ
ブ

間
で
の
不
均
衡
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
。
な
か
よ
し
ク
ラ

ブ
の
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
反
対
も
あ
り
、
協
議

の
結
果
存
続
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
指
導
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
深
刻
な
人
材
不
足
の
た

め
苦
戦
し
て
い
る
。
す
べ
て

の
ク
ラ
ブ
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
、
指
導
員
の
配
置
転

換
を
行
う
な
ど
対
応
し
て
い

る
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

那
須
　
専
門
職
に
よ
る
相
談

窓
口
で
、
こ
れ
迄
に
改
善
さ

れ
た
事
は
あ
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童
虐

待
関
係
の
相
談
が
中
心
で
あ

り
、
複
数
改
善
し
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
学
校

で
問
題
を
起
こ
す
よ
う
に

な
っ
た
子
供
の
家
庭
訪
問
を

定
期
的
に
お
こ
な
い
、
繰
り

返
し
保
護
者
を
説
得
し
た
結

果
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

学
校
で
の
問
題
行
動
も
落
ち

着
い
た
と
言
う
事
例
も
あ
る
。

那
須
　
児
童
虐
待
が
重
篤
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
時
の
対

処
は
ど
う
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童
相

談
所
と
連
携
を
取
り
、
そ
の

権
限
と
判
断
に
よ
り
一
時
保

護
を
お
こ
な
い
、
問
題
解
消

後
は
保
育
所
や
学
校
職
員
な

ど
で
見
守
り
を
続
け
る
。

教
育
長
　
教
育
委
員
会
や
学

校
だ
け
で
は
で
き
な
い
の
で

福
祉
部
局
と
の
連
携
を
図
り

困
難
を
抱
え
た
子
供
を
早
く

発
見
し
手
立
て
を
し
て
い
く
。

那
須
　
子
供
の
命
に
関
わ
る

時
に
は
、
何
は
さ
て
置
き
小

さ
な
命
を
総
力
を
挙
げ
て
守

る
べ
き
で
あ
る
。

豚
熱
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
に
つ
い
て

那
須
　
養
豚
農
場
へ
の
豚
熱

（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
の
対
策
は
あ
る

か
。

農
政
課
長
　
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
侵
入
防
止
の
た
め
防
護
柵

設
置
と
し
て
、
国
が
費
用
の

１
／
２
補
助
、
県
が
残
り
の

１
／
３
、
町
が
１
／
６
を
支

援
す
る
。
今
年
度
は
２
３
７

万
４
０
０
０
円
予
算
計
上
し

て
い
る
。

那
須
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人

や
町
民
に
対
し
て
、
豚
熱
へ

の
知
識
の
共
有
や
注
意
喚
起

の
考
え
は
あ
る
か
。

農
政
課
長
　
農
林
水
産
省
や

動
物
検
疫
所
が
周
知
し
て
い

る
豚
熱
ウ
ィ
ル
ス
は
、
人
に

は
感
染
し
な
い
、
又
豚
肉
を

摂
取
し
て
も
感
染
し
な
い
、

そ
し
て
感
染
し
た
豚
肉
は
市

場
に
は
出
回
ら
な
い
な
ど
を

今
後
は
町
に
於
て
も
、
広
報

誌
な
ど
で
周
知
し
た
い
。

那
須
　
死
骸
の
イ
ノ
シ
シ
を

発
見
し
た
時
の
危
機
管
理
の

手
順
は
ど
う
か
。

農
政
課
長
　
感
染
の
疑
い
が

あ
る
場
合
は
県
か
ら
国
へ
状

況
報
告
、
動
物
衛
生
研
究
部

門
へ
検
体
送
付
、
発
見
地
点

の
消
毒
、
そ
の
回
り
半
径
10

キ
ロ
以
内
の
養
豚
場
の
立
入

検
査
を
実
施
、
そ
の
後
28
日

間
経
過
観
察
し
保
健
所
へ
報

告
、
異
常
無
し
で
終
了
。

那
須
　
役
場
庁
舎
玄
関
横
に

設
置
し
て
あ
る
防
疫
の
た
め

の
踏
み
込
み
に
は
、
説
明
の

チ
ラ
シ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

農
政
課
長
　
す
ぐ
に
そ
の
旨

を
周
知
し
た
い
。

環
境
対
策
に
つ
い
て

那
須
　
環
境
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か
。

環
境
生
活
課
長
　
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
を
令
和
２

年
度
中
に
策
定
す
る
た
め
準

備
中
で
あ
る
。

町
長
　
今
後
、
県
や
連
携
中

枢
都
市
圏
18
市
町
村
と
共
に

二
酸
化
炭
素
総
排
出
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
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八女市

嘉麻市

住
民
が
主
人
公
に
な
る

　
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
を

町
民
参
画
協
働
条
例
で
推
進
す
る

答

甲斐 榮治 議員

議
会
運
営
委
員
会
研
修
報
告
委
員
長
：
布
田
　悟

研
修
日
及
び
訪
問
先
　
令
和
２
年
１
月
30
、
31
日
　
福
岡
県
八
女
市
・
嘉
麻
市

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

甲
斐
　
①
約
７
千
万
円
の
町

負
担
増
は
処
遇
改
善
に
よ
る

の
か
。
②
賞
与
支
給
に
よ
っ

て
、
月
収
を
減
ら
す
こ
と
は

な
い
か
。
③
勤
務
時
間
は
ど

う
な
る
か
。

総
務
課
長
　
①
給
料
・
報
酬

の
単
価
引
き
上
げ
で
あ
る
。

②
そ
れ
は
な
い
。
③
職
種
ご

と
に
見
直
す
。

甲
斐
　
フ
ル
タ
イ
ム
採
用
を

拡
げ
て
行
か
な
い
と
、
社
会

の
力
は
強
く
な
ら
な
い
。

空
港
ア
ク
セ
ス
事
業
そ
の
後

甲
斐
　
菊
陽
空
港
線
延
伸
事

業
に
お
い
て
、
長
塚
団
地
住

民
と
の
合
意
及
び
測
量
の
内

容
は
何
か
。
ル
ー
ト
は
決
定

し
た
の
か
。

建
設
課
長
　
現
地
測
量
に
関

係
す
る
土
地
へ
の
立
ち
入
り

に
つ
い
て
合
意
し
た
。
跨
線

橋
部
分
の
予
備
設
計
業
務
の

進
捗
に
合
わ
せ
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
、
令
和
２

年
度
中
に
は
ル
ー
ト
を
決
定

す
る
。
長
塚
団
地
内
は
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
暗
渠
形
式

で
設
計
予
定
で
あ
る
。

甲
斐
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

に
つ
い
て
12
月
以
降
何
か
進

展
は
あ
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長
　
県
知
事
は

沿
線
地
域
を
先
端
産
業
の
集

積
拠
点
に
す
る
考
え
を
示
さ

れ
た
。
ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い

て
は
県
の
調
査
結
果
を
待
っ

て
い
る
。

町
づ
く
り
と
住
民
参
画

甲
斐
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
ど
う
活
用
す
る

の
か
。
ま
た
本
事
業
は
委
託

事
業
か
。

都
市
計
画
課
長
　
都
市
計
画

の
全
体
構
想
や
地
域
別
構
想

に
役
立
て
た
い
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
集
計
と
分
析
や
町

の
現
況
把
握
な
ど
一
部
の
業

務
は
委
託
し
て
い
る
。

甲
斐
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問

は
、
現
在
の
業
績
へ
の
肯
定

的
評
価
の
部
分
に
や
や
偏
っ

て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

不
足
部
分
に
つ
い
て
の
設
問

も
欲
し
か
っ
た
。
住
民
参
画

に
つ
い
て
も
っ
と
も
大
切
な

こ
と
は
何
か
。
ど
こ
の
自
治

体
も
住
民
説
明
会
等
様
々
な

住
民
参
加
の
手
段
を
講
じ
て

い
る
が
、
住
民
が
主
人
公
に

な
っ
て
い
な
い
。

総
務
課
長
　
町
民
参
画
協
働

条
例
を
も
と
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
意
見
交
換
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
付
属
機
関
の

設
置
等
で
住
民
の
町
政
へ
の

参
画
を
進
め
て
い
く
。

　
私
達
、
地
方
議
会
を
構
成

す
る
議
員
は
、
主
権
者
で
あ

る
住
民
の
意
見
・
課
題
を
如

何
に
吸
い
上
げ
、
町
へ
の
政

策
提
言
を
行
う
か
と
い
う
重

要
な
使
命
を
負
っ
て
い
る
。

　
こ
の
使
命
を
達
成
す
る
た

め
に
菊
陽
町
議
会
も
町
民
の

負
託
に
応
え
、
二
元
代
表
制

の
本
質
に
基
づ
き
、
町
の
議

事
機
関
及
び
事
務
執
行
の
監

視
機
関
と
し
て
の
権
能
を
充

分
に
発
揮
す
る
裏
付
け
と
し

て
、
議
会
の
憲
法
と
も
い
う

べ
き
議
会
・
議
員
の
活
動
原

則
を「
議
会
議
員
基
本
条
例
」

と
し
て
定
め
、
議
会
の
活
性

化
と
議
会
改
革
と
し
て
、「
情

報
伝
達
の
推
進
」、「
町
民
参

加
の
推
進
」、「
議
会
の
機
能

強
化
」
を
掲
げ
て
い
る
。
今

回
の
視
察
研
修
は
、
上
記
実

践
の
た
め
に
寄
与
す
る
で
あ

ろ
う
ツ
ー
ル
と
し
て
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
と
政
務
活

動
費
の
検
証
を
目
的
に
、
福

岡
県
の
八
女
市
議
会
と
嘉
麻

市
議
会
を
訪
問
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
て
い
る
議
会
は
未
だ
少
数

だ
が
、
情
報
共
有
、
情
報
伝

達
の
速
さ
、
情
報
検
索
の
向

上
が
図
ら
れ
、
議
会
事
務
局

の
負
担
軽
減
化
に
も
寄
与

し
、
住
民
と
の
意
見
交
換
会

で
の
活
用
な
ど
導
入
効
果
は

大
き
い
と
感
じ
た
。

　
八
女
市
議
会
は
、
平
成
28

年
11
月
に
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
先
進
地
で
あ
る
嘉
麻

市
議
会
視
察
か
ら
始
ま
り
、

平
成
30
年
1
月
に
操
作
研
修

に
着
手
し
て
お
り
14
ヶ
月
を

要
し
た
が
、
八
女
市
議
会
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
手

本
と
し
た
嘉
麻
市
議
会
は
、

平
成
25
年
に
先
進
地
視
察
か

ら
始
ま
り
、
平
成
27
年
５
月

の
本
格
稼
働
ま
で
に
約
19
ヶ

月
を
要
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
議
会

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
主
役
で

あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
全

国
の
地
方
議
会
で
導
入
の
検

討
が
進
む
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会

の
導
入
効
果
を
認
め
た
行
政

当
局
に
も
導
入
が
進
み
つ
つ

あ
り
、
議
会
と
執
行
部
当
局

と
の
端
末
導
入
に
伴
う
相
乗

効
果
は
か
な
り
大
き
く
展
開

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
政
務
活
動
費
に
つ

い
て
は
菊
陽
町
議
会
も
平
成

27
年
６
月
か
ら
導
入
し
て
い

る
が
、
相
対
的
な
執
行
率
の

低
さ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
検
証
す
べ
く
赴
い
た

が
、
本
制
度
は
議
員
活
動
の

活
性
化
と
資
質
向
上
の
た
め

の
制
度
で
も
あ
り
、
利
活
用

す
る
議
員
の
意
識
の
向
上
に

向
け
て
の
更
な
る
研
修
も
必

要
で
あ
り
、
検
討
課
題
が
残

さ
れ
た
。

三里木駅線路部

令和元年度菊陽町議会政務活動費実績一覧

各委員会等名簿

議員氏名 交付額 実績額

廣 瀨　 英 二 ￥220,000 ￥0

矢 野　 厚 子 ￥220,000 ￥105,886

大 久 保　 輝 ￥220,000 ￥0

阪 本　 俊 浩 申請なし ー

西 本　 友 春 ￥220,000 ￥0

那 須　 眞 理 子 ￥220,000 ￥42,442

佐々木　理美子 ￥220,000 ￥30,000

中 岡　 敏 博 ￥220,000 ￥0

北 山　 正 樹 申請なし ー

議員氏名 交付額 実績額

布 田 　 悟 ￥220,000 ￥220,000

坂 本　 秀 則 ￥220,000 ￥0

渡 邊　 裕 之 ￥220,000 ￥164,440

佐 藤　 竜 巳 ￥220,000 ￥0

甲 斐　 榮 治 ￥220,000 ￥138,300

岩 下　 和 高 申請なし ー

小 林　 久 美 子 ￥220,000 ￥63,300

福 島　 知 雄 申請なし ー

上 田　 茂 政 申請なし ー

議　長 上田　茂政

副議長 福島　知雄

委員会名 議会運営委員 総　務 文教厚生 産業建設

委員長 布田　悟 西本 友春 佐々木 理美子 坂本 秀則

副委員長 佐々木 理美子 矢野 厚子 大久保 輝 廣瀨 英二

委　員

福島 知雄 小林 久美子 布田　悟 福島 知雄

坂本 秀則 岩下 和高 北山 正樹 渡辺 裕之

西本 友春 甲斐 榮治 中岡 敏博 阪本 俊浩

ー 佐藤 竜巳 那須 眞理子 ー

特別委員会名 広報特別委員会 開かれた議会に関す
る調査特別委員会 菊池広域連合

委員長 西 本 友 春 佐々木 理美子 上 田 茂 政

副委員長 福 島 知 雄 中 岡 敏 博 福 島 知 雄

委　員

佐々木 理美子 福 島 知 雄 中 岡 敏 博

大 久 保 輝 坂 本 秀 則 廣 瀨 英 二

矢 野 厚 子 布 田　 悟 ー

廣 瀨 英 二 西 本 友 春 ー

ー 大 久 保 輝 ー

ー 廣 瀨 英 二 ー

　
本
年
３
月
30
日
の
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り

副
議
長
の
拝
命
を
い
た
し
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
町
民
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
議
員
は
、
自
分
の
夢
を

実
現
す
る
の
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
様
の
夢
・
想
い

を
実
現
す
る
の
が
役
目
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
議
員
の
責
務
を
自
覚
し
、

二
元
代
表
制
の
元
、
行
政

に
対
す
る
監
視
機
能
を
果

た
し
緊
張
感
を
保
ち
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
の
福
祉
、

生
活
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
、
不
屈
不
撓
の
一

心
で
議
長
を
補
佐
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

菊
陽
町
議
会

副
議
長
　福
島  

知
雄
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八女市

嘉麻市

住
民
が
主
人
公
に
な
る

　
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り
を

町
民
参
画
協
働
条
例
で
推
進
す
る

答

甲斐 榮治 議員

議
会
運
営
委
員
会
研
修
報
告
委
員
長
：
布
田
　悟

研
修
日
及
び
訪
問
先
　
令
和
２
年
１
月
30
、
31
日
　
福
岡
県
八
女
市
・
嘉
麻
市

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇

甲
斐
　
①
約
７
千
万
円
の
町

負
担
増
は
処
遇
改
善
に
よ
る

の
か
。
②
賞
与
支
給
に
よ
っ

て
、
月
収
を
減
ら
す
こ
と
は

な
い
か
。
③
勤
務
時
間
は
ど

う
な
る
か
。

総
務
課
長
　
①
給
料
・
報
酬

の
単
価
引
き
上
げ
で
あ
る
。

②
そ
れ
は
な
い
。
③
職
種
ご

と
に
見
直
す
。

甲
斐
　
フ
ル
タ
イ
ム
採
用
を

拡
げ
て
行
か
な
い
と
、
社
会

の
力
は
強
く
な
ら
な
い
。

空
港
ア
ク
セ
ス
事
業
そ
の
後

甲
斐
　
菊
陽
空
港
線
延
伸
事

業
に
お
い
て
、
長
塚
団
地
住

民
と
の
合
意
及
び
測
量
の
内

容
は
何
か
。
ル
ー
ト
は
決
定

し
た
の
か
。

建
設
課
長
　
現
地
測
量
に
関

係
す
る
土
地
へ
の
立
ち
入
り

に
つ
い
て
合
意
し
た
。
跨
線

橋
部
分
の
予
備
設
計
業
務
の

進
捗
に
合
わ
せ
、
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
、
令
和
２

年
度
中
に
は
ル
ー
ト
を
決
定

す
る
。
長
塚
団
地
内
は
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
暗
渠
形
式

で
設
計
予
定
で
あ
る
。

甲
斐
　
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道

に
つ
い
て
12
月
以
降
何
か
進

展
は
あ
っ
た
か
。

総
合
政
策
課
長
　
県
知
事
は

沿
線
地
域
を
先
端
産
業
の
集

積
拠
点
に
す
る
考
え
を
示
さ

れ
た
。
ル
ー
ト
な
ど
に
つ
い

て
は
県
の
調
査
結
果
を
待
っ

て
い
る
。

町
づ
く
り
と
住
民
参
画

甲
斐
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
ど
う
活
用
す
る

の
か
。
ま
た
本
事
業
は
委
託

事
業
か
。

都
市
計
画
課
長
　
都
市
計
画

の
全
体
構
想
や
地
域
別
構
想

に
役
立
て
た
い
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
集
計
と
分
析
や
町

の
現
況
把
握
な
ど
一
部
の
業

務
は
委
託
し
て
い
る
。

甲
斐
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問

は
、
現
在
の
業
績
へ
の
肯
定

的
評
価
の
部
分
に
や
や
偏
っ

て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

不
足
部
分
に
つ
い
て
の
設
問

も
欲
し
か
っ
た
。
住
民
参
画

に
つ
い
て
も
っ
と
も
大
切
な

こ
と
は
何
か
。
ど
こ
の
自
治

体
も
住
民
説
明
会
等
様
々
な

住
民
参
加
の
手
段
を
講
じ
て

い
る
が
、
住
民
が
主
人
公
に

な
っ
て
い
な
い
。

総
務
課
長
　
町
民
参
画
協
働

条
例
を
も
と
に
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
意
見
交
換
会
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
付
属
機
関
の

設
置
等
で
住
民
の
町
政
へ
の

参
画
を
進
め
て
い
く
。

　
私
達
、
地
方
議
会
を
構
成

す
る
議
員
は
、
主
権
者
で
あ

る
住
民
の
意
見
・
課
題
を
如

何
に
吸
い
上
げ
、
町
へ
の
政

策
提
言
を
行
う
か
と
い
う
重

要
な
使
命
を
負
っ
て
い
る
。

　
こ
の
使
命
を
達
成
す
る
た

め
に
菊
陽
町
議
会
も
町
民
の

負
託
に
応
え
、
二
元
代
表
制

の
本
質
に
基
づ
き
、
町
の
議

事
機
関
及
び
事
務
執
行
の
監

視
機
関
と
し
て
の
権
能
を
充

分
に
発
揮
す
る
裏
付
け
と
し

て
、
議
会
の
憲
法
と
も
い
う

べ
き
議
会
・
議
員
の
活
動
原

則
を「
議
会
議
員
基
本
条
例
」

と
し
て
定
め
、
議
会
の
活
性

化
と
議
会
改
革
と
し
て
、「
情

報
伝
達
の
推
進
」、「
町
民
参

加
の
推
進
」、「
議
会
の
機
能

強
化
」
を
掲
げ
て
い
る
。
今

回
の
視
察
研
修
は
、
上
記
実

践
の
た
め
に
寄
与
す
る
で
あ

ろ
う
ツ
ー
ル
と
し
て
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
と
政
務
活

動
費
の
検
証
を
目
的
に
、
福

岡
県
の
八
女
市
議
会
と
嘉
麻

市
議
会
を
訪
問
し
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
て
い
る
議
会
は
未
だ
少
数

だ
が
、
情
報
共
有
、
情
報
伝

達
の
速
さ
、
情
報
検
索
の
向

上
が
図
ら
れ
、
議
会
事
務
局

の
負
担
軽
減
化
に
も
寄
与

し
、
住
民
と
の
意
見
交
換
会

で
の
活
用
な
ど
導
入
効
果
は

大
き
い
と
感
じ
た
。

　
八
女
市
議
会
は
、
平
成
28

年
11
月
に
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
先
進
地
で
あ
る
嘉
麻

市
議
会
視
察
か
ら
始
ま
り
、

平
成
30
年
1
月
に
操
作
研
修

に
着
手
し
て
お
り
14
ヶ
月
を

要
し
た
が
、
八
女
市
議
会
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
手

本
と
し
た
嘉
麻
市
議
会
は
、

平
成
25
年
に
先
進
地
視
察
か

ら
始
ま
り
、
平
成
27
年
５
月

の
本
格
稼
働
ま
で
に
約
19
ヶ

月
を
要
し
て
い
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
議
会

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
主
役
で

あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
全

国
の
地
方
議
会
で
導
入
の
検

討
が
進
む
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会

の
導
入
効
果
を
認
め
た
行
政

当
局
に
も
導
入
が
進
み
つ
つ

あ
り
、
議
会
と
執
行
部
当
局

と
の
端
末
導
入
に
伴
う
相
乗

効
果
は
か
な
り
大
き
く
展
開

さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
政
務
活
動
費
に
つ

い
て
は
菊
陽
町
議
会
も
平
成

27
年
６
月
か
ら
導
入
し
て
い

る
が
、
相
対
的
な
執
行
率
の

低
さ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
を
検
証
す
べ
く
赴
い
た

が
、
本
制
度
は
議
員
活
動
の

活
性
化
と
資
質
向
上
の
た
め

の
制
度
で
も
あ
り
、
利
活
用

す
る
議
員
の
意
識
の
向
上
に

向
け
て
の
更
な
る
研
修
も
必

要
で
あ
り
、
検
討
課
題
が
残

さ
れ
た
。

三里木駅線路部

令和元年度菊陽町議会政務活動費実績一覧

各委員会等名簿

議員氏名 交付額 実績額

廣 瀨　 英 二 ￥220,000 ￥0

矢 野　 厚 子 ￥220,000 ￥105,886

大 久 保　 輝 ￥220,000 ￥0

阪 本　 俊 浩 申請なし ー

西 本　 友 春 ￥220,000 ￥0

那 須　 眞 理 子 ￥220,000 ￥42,442

佐々木　理美子 ￥220,000 ￥30,000

中 岡　 敏 博 ￥220,000 ￥0

北 山　 正 樹 申請なし ー

議員氏名 交付額 実績額

布 田 　 悟 ￥220,000 ￥220,000

坂 本　 秀 則 ￥220,000 ￥0

渡 邊　 裕 之 ￥220,000 ￥164,440

佐 藤　 竜 巳 ￥220,000 ￥0

甲 斐　 榮 治 ￥220,000 ￥138,300

岩 下　 和 高 申請なし ー

小 林　 久 美 子 ￥220,000 ￥63,300

福 島　 知 雄 申請なし ー

上 田　 茂 政 申請なし ー

議　長 上田　茂政

副議長 福島　知雄

委員会名 議会運営委員 総　務 文教厚生 産業建設

委員長 布田　悟 西本 友春 佐々木 理美子 坂本 秀則

副委員長 佐々木 理美子 矢野 厚子 大久保 輝 廣瀨 英二

委　員

福島 知雄 小林 久美子 布田　悟 福島 知雄

坂本 秀則 岩下 和高 北山 正樹 渡辺 裕之

西本 友春 甲斐 榮治 中岡 敏博 阪本 俊浩

ー 佐藤 竜巳 那須 眞理子 ー

特別委員会名 広報特別委員会 開かれた議会に関す
る調査特別委員会 菊池広域連合

委員長 西 本 友 春 佐々木 理美子 上 田 茂 政

副委員長 福 島 知 雄 中 岡 敏 博 福 島 知 雄

委　員

佐々木 理美子 福 島 知 雄 中 岡 敏 博

大 久 保 輝 坂 本 秀 則 廣 瀨 英 二

矢 野 厚 子 布 田　 悟 ー

廣 瀨 英 二 西 本 友 春 ー

ー 大 久 保 輝 ー

ー 廣 瀨 英 二 ー

　
本
年
３
月
30
日
の
町
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り

副
議
長
の
拝
命
を
い
た
し
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
町
民
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
議
員
は
、
自
分
の
夢
を

実
現
す
る
の
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
様
の
夢
・
想
い

を
実
現
す
る
の
が
役
目
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
議
員
の
責
務
を
自
覚
し
、

二
元
代
表
制
の
元
、
行
政

に
対
す
る
監
視
機
能
を
果

た
し
緊
張
感
を
保
ち
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
の
福
祉
、

生
活
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
を

目
指
し
、
不
屈
不
撓
の
一

心
で
議
長
を
補
佐
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

菊
陽
町
議
会

副
議
長
　福
島  

知
雄
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菊陽町立武蔵ヶ丘中学校  
　３月13日、第39回卒業証書授与式を挙行しました。新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため、所要時間や規模を例年よりも縮小しました
が、卒業生は、「卒業証書を受ける機会を与えていただき、うれしく思
いました。日常に感謝することの大切さを改めて考えさせられまし
た。」と感想を述べてくれました。３年間通った思い出の学校…。たく
さんの人々に見守られながら、次のステージに旅立っていきました。
卒業生の皆さんの未来が幸多からんことを願っています。ご卒業、お
めでとうございます。

菊陽町立菊陽中学校  
　本校第73回卒業証書授与式は、新型コロナウィルス感染症拡大防止のた

め、卒業生及び保護者、教職員のみでの式となりました。当日は、式を縮小
し、また限られた時間の中での開催となりました。ただ、式は厳粛な中にも
心温まる素晴らしいものでした。卒業生の凜とした態度は本当に立派でし
た。多くの方々からの御祝詞もいただき、式に華を添えていただきました。
卒業生は３年間で大きく成長し、172人、全員無事に、本校を巣立っていき
ました。

卒業生  281名卒業生  172名

菊陽町議会

おいしいゴハンできるかな

ぴかぴか光る泥団子をつくるよ

議
会
か
ら
の
お
願
い

　
議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
議
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
発
行
責
任
者 

 

　
　 

議
　
　
長
　
　 

上
田
　
茂
政

　
　
　
　
編
集
者委 

員 

長      

西
本
　
友
春

副
委
員
長      

福
島
　
知
雄

委
　
　
員      

佐
々
木
理
美
子

委
　
　
員      

大
久
保
　
輝

委
　
　
員      

矢
野
　
厚
子

委
　
　
員      

廣
瀨
　
英
二

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

福
島 

知
雄

　
今
年
の
小
・
中
学
校
の
卒
業
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
来
賓
出
席
、
挨

拶
が
な
い
な
か
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
と

違
っ
た
卒
業
式
の
式
典
風
景
で
、
卒
業
生
に

と
っ
て
少
し
寂
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、今
回
は
、
表
紙
に
中
学
校
卒
業

式
の
様
子
と
学
校
の
コ
メ
ン
ト
。
２
、
３

ペ
ー
ジ
は
小
学
校
６
校
の
卒
業
式
の
様
子

と
学
校
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
い
た
し
ま
し

た
。

　
ま
だ
ま
だ
、読
み
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
よ
り
良
い
広
報
誌
の
編

集
・
発
行
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
を
お

待
ち
い
た
し
て
い

ま
す
。

表紙の 紹介

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと
 ひといき

てぃー たいむ

　近年、幼児教育は国の重要な学校教育として位置づけ、乳児
からの教育の必要性が指摘されています。子どもの発達や遊び
の連続性を踏まえ、幼児期において、探求心や思考力、感情や
行動のコントロール、粘り強さ等の目に見えない育ち（非認知
的能力）の中に次世代を創り出すパワーや柔軟さを乳幼児期に
身に付けることが、就学後の学びに繋がっていきます。
　保育園では、ゆったりとした時間や空間の中で、子ども達が
遊びを選択できる環境を整え、遊びを通して考えたり、工夫し
たり、創造したり、友だちと協力し合ったり、そして感動した
りできる体験を大切に、こどもが意欲的に伸び伸びと笑顔いっ
ぱいで遊び、「主体性」と「自尊感情」を大切に育てています。
　現在、コロナウイルスの感染が拡大している状況において、
保育園でも、職員の毎日２回の検温に加えて、園児についても

毎朝の検温状況の確認、看護師による健康観察、手洗いの励行、
手指の消毒、社会的距離の確保、保護者や来客者の入室制限、
室内や玩具の定期的な消毒や換気、感染リスクの高いティッ
シュなどのゴミは密閉して捨てるなど子どもたちや保護者が安
心安全な園生活を維持できるよう、最大限の予防に努めていま
す。
　また、町が登園自粛を要請した際にも、子どもたちや保護者
が不安にならないようにしっかりと気持ちを受け止め、寄り
添っていきました。
　今後も、子どもたちや大切な人を守るために、地域の保育所
として、また子育て支援の拠点として、保育所の子どもだけで
なく、地域の子どもたちへの支援ができるような体制づくりを
進めていきます。

町内二校の中学校の卒業式の様子

菊陽町立保育所みどり園　岡本 繭子
なかよし園　弓削 恭子
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